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町民のうごき

人口 3,266人(+1) 

男 1,5 7 4人（土0)

女 1,692人(+1) 

世帯数 1, 0 1 4謡(+1) 

（平成9年12月31日現在）



~®。 9 。領l 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛瞬 (2)

＠

山
鳥
坂
ダ
ム
十
年
度
予
算
大
幅
減
額

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
平
成
十
年
度
予
算
が

三
億
円
（
前
年
比
△

六
ニ
・

五
％
）
と
な
っ
た
。

要
因
は
①
国
の
財
政
構
造
改
革
、
②
分
水
問
題
未
解
決
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
水
没
関
係
地
区
か
ら
一
様
に

「
ダ
ム
は
出
来
る
の
か
」
と

不
安
の
声
と
、
国
等
の
対
応
に
反
発
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
平
成
十
一
年
度
事
業
の
好
転
に
向
け
て
、

一
層
の
努
力
を

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

函）

泣
〗交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
「
鹿
野
川
荘
」
オ
ー
プ
ン

本
年
四
月
に
交
流
促
進
セ
ソ

タ
ー
「
鹿
野
川
荘
」
が
オ
ー
プ

ソ
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
国
の
山
村
振
輿
事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
建
設
し
た
も
の
で
、

鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
、
約
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
舞
台
付
の
大
広
間
、

小
会
議
室
、
宿
泊
室
、

レ
ス

ト
ラ
ソ
、
カ
ラ
オ
ケ
設
備
を
備
え
た
ス
ナ
ッ
ク

等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
裕
室
に
は
、
薬
草
湯
や
水
風
呂
、
う
た
せ
湯
、
サ
ウ

ナ
、
休
憩
室
等
若
い
人
か
ら
年
配
者
ま
で
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
利
用
い
た
だ
ぎ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
十
一
月
末
ま
で
に
約
四
万
人
の
方
々
が
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

町議会議員定数減少条例可決
（次の選挙から二人減）

≪ 四4E全国風 サミット '97
主催／日本風カエネルギー協会 ・えりも町—· 

肱川町では、平成 7年行財政改革大網を定め行財政改

革の推進に取り組んでいます。このような時期、議会に

おいても、当町の人口動態の推移及び将来の動向を展望

するとき、議員 2人の減少はやむを得ないものと判断し

定員削減されました。

＠ 
任期満了に伴う町長選挙が 2月23日（日）に投票、即

日開票され、大野町長が 6選を果たしました。

この町長選挙は、昭和52年に三つ巴の選挙戦となっ

て以来、4期連続無投票であったが現町長 6期目の選

挙は20年ぶりに 1対 1の緊迫した選挙戦となりました。

⑲ 

町長選挙20年ぶり投票

大谷地区省エネモデル温室操業開始

風おこしパート II「1地区 1産業おこし」の一環と

して整備して．いた「省エネルギーモデル温室」が、予

子林地区に続き、大谷地区に完成しました。

この施設は、土を全く使わず養液によってトマトを

栽培するもので、面積は 1ヘクター）レ当り、年間約

300トソの生産量が見込まれております。

コソピューターによる生育環境の制御など先進技術

が取り入れられ、技術基盤型の農業として、また年間

を通して14~15人が働く雇用の場として期待されてい

ます。



(3）須）。〗。愁］ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 邸瞬

-3
土
言

.-＿
 民
に
i
-

屯
心r-

え
り
も
町
「
風
の
館
」
と
姉
妹
館
提
携

＠
風
の
博
物
館
、

九
月
二
十
六
日
第
四
回
全
国
「
風
」
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
え
り
も
町

「
風
の
館
」
と
当
町
「
風
の
博
物
館
」
と
に
お
い
て
姉
妹
館
提
携
の
調
印
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

今
度
は
相
協
力
し
「
風
」
の
文
化
圏
を
構
築
す
る
と
と
も
に
親
善
友
好
を

一
層
深
め
、
物
産
・
人
・
文
化
・
情
報
の
交
流
な
ど
、
産
業
文
化
と
地
域
振

興
に
努
め
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

⑭
河
辺
川
に
清
流
も
ど
る

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
で
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
四
国
電
力
横

林
発
電
所
の
取
水
に
伴
い
水
が
ほ
と
ん
ど
流
れ
て
い
な
い
河
辺
川
の
減
水
区

問
で
生
態
系
や
景
観
面
か
ら
流
水
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
河
川
維
持
量
を
放

流
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

放
流
量
は
、
毎
秒

O・

―
七
ト
ソ
で
ド
ラ
ム
缶
に
す
れ
ば
約
一
本
分
で
す
。

主
要
個
所
で
は
、
水
面
幅
の
約
二

0
%、
推
移

二
十
セ
ソ
チ
程
度
の
流
量

の
回
復
を
見
込
ん
で
、
ア
ユ
等
が
す
め
る
よ
う
に
な
り
渇
水
時
に
も
十
分
放

流
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

河
川
維
持
流
星
の
放
流
は
、
横
林
発
電
所
は
四
国
で
は
九
カ
所
目
、
愛
媛

県
で
は
初
め
て
で
す
。

特集

平成9
'
 10 
年

大

＠ 高橋安ー氏男性長寿愛媛県一
肱川町で長寿番付東の正横網高橋安ー氏が

愛媛県下で男性長寿一番です。

高橋さんは、明治27年生まれの103オです。

体に気をつけてお過ごしください。

函）
株式会社藤岡製作所は昭和43年の開業以来、梱包機器の製作及び電

気部品の加工を主体と し営業を続けて来られました。

事業の拡大に伴い、若者の流出等過疎化問題を抱えていた当町から

の誘いもあり、社会貢献でぎるのであればということで進出に至った

ものです。

現在24人の従業員に対し、町内の雇用はわずか 3人というのが残念

ではありますが、 町内に先進企業が進出されたことは大変喜ばしいこ

とです。

今後は、 地域とのコミュニティを図り地域に根ざした企業として発

展していただくものと期待しています。

藤岡製作所進出

極）
昭和63年から沿線町村で運動を進めてきた日吉～内子間のバス路線

の開設が、平成9年10月1日から実現し、今後の地域振興に大きな効

果が期待できます。

宇和島バス日吉・内子線開設

10位 日吉・内子行き



徳。q。⑳ 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂癖昌 (4) 

本
年
は
、
地
方
自
治
法
制
度
が
発

足
し
て
か
ら
五
十
周
年
に
当
た
り
、

極
め
て
意
義
深
い
年
だ
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
近
年
地
方
自
治
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
地
方

分
権
の
問
題
で
あ
り
、
行
政
改
革
の

問
題
で
あ
り
ま
す
。
分
権
推
進
委
員

会
の
第
二
次
勧
告
に
お
い
て
も
、

地

方
の
行
政
改
革
や
市
町
村
合
併
な
ど

の
行
政
体
制
の
整
備
、
確
立
が
強
く

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
全

国
で
は
約
三
千
二
百
の
市
町
村
が
あ

i)
行
政
改
革
と
市
町
村

合
併
に
つ
い
て

森

繁

夫

議

員

般

質

問

第
二
九

0
回
肱
川
町
議
会
十
二
月
定
例
会
が
、
十
二
月
十
八
、
十
九
日

の
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
を
行

い
、
続
い
て
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
五
件
の
議
案
と
議
員
提
出
の
一
議
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
も
の
は
、
肱
川
町
高
能
率
生
産
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、

一
般
会
計
補
正
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
肱
川
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を

減
少
す
る
条
例
の
一
部
改
正
等
で
す
。

町
議
会
十
二
月
定
例
会

議
員
の
定
数
を
減
少
す
る

条
例
の
一
部
改
正
可
決

次
の

一
般
選
挙
か
ら
二
人
削
減
し
十
二
人
に

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
分
権
を
実
施

す
る
た
め
に
は
合
併
が
必
要
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
合
併
が
必
要
な

そ
の
理
由
は
、
先
ず
第

一
に、

地
方

分
権
が
推
進
さ
れ
る
と
、

市
町
村
の

自
主
性
、
自
立
性
共
に
そ
の
役
割
は

益
々
増
大
し
責
任
も
一
層
大
き
な
も

の
に
な
る
。
住
民
の
た
め
の
施
策
を

よ
り
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

そ
れ

な
り
の
行
財
政
規
模
を
も
っ
た
行
政

体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
。

第
二
に
、

市
町
村
存
立
の
基
盤
で

あ
る
人
口
の
減
少
と
、
そ
れ
に
よ
る

行
政
遂
行
能
力
の
低
下
だ
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
市
町
村
の
人

口
減
少

は
、
財
政
規
模
の
低
下
や
総
合
的
な

活
力
を
奪
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
介
護

な
ど
福
祉
の
問
題
も
重
要
な
仕
事
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

社
会
情
勢
の
中
で
、
今
の
人
口
規
模

の
市
町
村
で
良
い
の
か
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町

長
に
次
の
二
点
に
つ
い
て
お
伺
い
を

い
た
し
ま
す
。

田
県
内
に
お
い
て
も
、
合
併
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ぎ
た
い
と
す
る
町

村
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
か
お
伺

い
し
ま
す
。

②
平
成
七
年
十

二
月
、
肱
川
町
行

政
改
革
大
網
が
示
さ
れ
、
具
体
的
に

当
面
の
推
進
事
項
等
が
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
ど

こ
ま
で
協
議
が
な

さ
れ
、
更
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
か
れ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
市
町
村
の
合
併
の
問

題
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
合
の
と
こ
ろ

検
討
の
指
導
等
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

私
自
身
と
し
ま
し
て
も
合
併
に
つ
い

て
は
全
く
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

行
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

承
知
の
と
お
り
大
谷
地
区
を
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
、
組
織
、
役
員
等
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
検
討

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
予
子
林
地
区
の
ふ
る
さ
と

学
級
で
は
集
落
の
再
編
成
な
ど
も
勉

強
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

行
政
改
革
と
い
う
の
は
、
い
つ
も

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す

が
、
永
遠
の
課
題
と
い
っ
た
よ
う
な

感
じ
も
い
た
し
て
お
る
わ
け
で
こ
ざ

い
ま
す
。

部
落
の
合
併
に
し
ま
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
集
落
に
は
、
集
落
形
成
の

プ
ロ
セ
ス
や
歴
史
が
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
な
か
な
か
簡
単
に
合
併
と
い

う
事
に
な
ら
な
い
わ
け
で
こ
ざ
い
ま

す。
混
住
し
て
い
る
集
落
も
あ
る
し
、

建
設
集
落
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

余
り
に
も
小
さ
い
過
少
集
落
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
や
は

り
適
正
な
規
模
に
な
っ
て
い
く
よ
う

に
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
う
い
う
事
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
私
達
行
政
の
立
場
の

者
が
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
は
当
然

の
こ
と
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
の

盛
り
上
が
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の

皆
さ
ん
方
の
雰
囲
気
づ
く
り
と
言
っ

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ソ
の
推
進
、
介
護

保
険
の
導
入
に
と
っ

て
最
も
心
配
な

の
は
、
マ
ソ
パ
ワ
ー
の
確
保
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
若
年
層

が
少
な
い
当
町
に
お
い
て
は
、
高
齢

渚
の
お
世
話
を
す
る
人
手
の
確
保
は
、

思
い
立
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
早
急
に

確
保
で
ぎ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
職
員
、
訪
問
看

護
に
あ
た
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
等
、

人
手
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

対
処
さ
れ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
人
材
の
確
保
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
然
い
ろ
ん
な
問
題
が

で
て
ま
い
り
ま
す
。
介
護
保
険
の
問

題
に
し
ま
し
て
も
、
そ
う
い
う
制
度

が
で
き
ま
し
て
も
、
実
際
に
料
金
を

取
っ
て
サ
ー
ピ
ス
を
提
供
す
る
と
い

う
ふ
う
な
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て

は
、
全
く
先
が
見
え
に
く
く
、
見
切

り
発
車
だ
と
い
う
よ
う
な
意
見
も
多

い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
合
回
の
特

老
の
施
設
の
問
題
、
そ
し
て
介
護
保

険
の
実
施
も
確
立
し
た
わ
け
で
こ
ざ

い
ま
す
の
で
今
後
ど
う
い
う
体
制
で

や
っ
て
い
く
か
と
い
う
ふ
う
な
こ
と

は
、
研
究
会
的
な
組
織
を
つ
く
り
、

い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
も
賜
り
、
現
状

0)
在
宅
福
祉
サ
ー
ピ
ス
の

人
材
確
保
に
つ
い
て

た
よ
う
な
こ
と
が
大
き
な
成
果
に
結

び
つ
い
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
こ
支
援
、
ご
配
慮

を
賜
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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を
分
析
し
た
り
し
な
が
ら
合
後
の
町

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
方
向
を
固

め
て
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

女
性
の
就
労
の
機
会
が
増
え
、
更

に
核
家
族
化
に
伴
っ
て
、

二
、
三
歳

児
保
育
所
入
所
希
望
者
は
増
え
て
い

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
ぽ
っ
ぽ
園
で
は
十
六
人
を

受
け
入
れ
ら
れ
、
大
変
苦
労
を
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
来
年
度
の
入
所
希

望
者
も
、
口
頭
で
の
申
し
込
み
に
よ

｀
り
ま
す
と
予
想
以
上
に
あ
る
よ
う
に

聞
い
て
お
り
ま
す
。

年
に
よ
り
入
所
希
望
者
に
増
減
が

あ
り
ま
す
の
で
調
整
す
る
こ

と
は
必

要
で
し
ょ
う
が
、
さ
し
あ
た
り
、
平

成
十
年
度
、
ぽ
っ
ぽ
園
の
職
員
を
増

員
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
お

伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
へ
き
地
保
育
所
の
定
員

は
十
五
人
で
、
現
在
十
六
人
で
あ
り

ま
す
。人
員
の
こ
と
ば
か
り
い
ろ
い
ろ
言

わ
ず
に
頑
張
つ
て
ほ
し
い
と
職
員
に

は
言
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

人
員
が
増
え
ま
す
問
題
に
つ
い
て
対

応
し
な
い
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
状
況
を
明
確
に
把
握
を
し

現
実
に
そ
う
い
う
状
況
が
で
て
増
員

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
を
い
た
し

ま
し
た
ら
、
そ
れ
な
り
の
措
置
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

国
へ
き
地
保
育
所
（
ぽ
っ
ぽ
園
）

の
職
員
の
支
撲
に
つ
い
て

◎
平
成
九
年
度
肱
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）

0
補
充
員

◎
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
後
任
委
員
に
次
の
方
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。
（
任
期
は
、
平
成
十
年
三

月
十
六
日
か
ら
四
年
間
）

〇
委
員
二
宮
繁
雄
、
寺
岡
勝
信

上
甲
芳
幸
、
土
井
豊
城

佐
藤
久
網
、
上
甲
勝

石
田
保
、
森
本
正
吉

◎
肱
川
町
高
能
率
生
産
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

大
谷
地
区
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
デ
ル

温
室
及
び
予
子
林
地
区
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

モ
デ
ル
温
室
を
含
め
た
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ

れ
た
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

扶
養
手
当
、
給
料
表
等
が
改
正
さ

れ
た
。

◎
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
字
句
が
改
正
さ
れ
た
。

〇
温
泉
掘
削
工
事
費

一
千
七
百
六
十
一
万
八
千
円

0
現
年
度
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
費
及
び
農
業
施
設
災
害
復
旧

事
業
費三
千
五
百
八
十
五
万
三
千
円

◎
平
成
九
年
度
肱
川
町
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

四
百
万
円
が
可
決
さ
れ
た
。

◎
肱
川
町
議
会
の
議
員
の
定
数
を
減

少
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て次
の
一
般
選
挙
か
ら
議
員
の
定
数

を
十
四
人
か
ら
十
二
人
に
改
正
さ
れ

こ。t
 

一
千
万
円

二
億
一
千
六
百
万
円
が
可
決
さ
れ

こ
。
t
 主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

0
正
山
地
区
集
落
道
整
備
事
業
費

二
千
九
百
三
十
三
万
円

0
町
道
奥
滝
山

・
師
走
野
線
道
路
改

良
事
業
費

「
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

か
ら
年
金
を
受
け
ら
れ
て

い
る
み
な
さ
ん
、
現
況
届

の
市
町
村
長
の
証
明
が
必
要
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
ご
存
じ
で
し
た
か
？
」

現
況
届
は
み
な
さ
ん
が
引
き
続
い

て
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年

一

回
誕
生
月
に
住
所
地
の
市
町
村
長
の

証
明
を
受
け
て
提
出
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
十
年

一
月

か
ら
次
の
よ
う
に
届
出
内
容
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

一
、
「
市
町
村
長
の
証
明
」
欄
を
削
除

一
、
「
他
の
年
金
の
管
掌
機
関
（
制
度

名
）
と
年
金
証
書
記
号
番
号
」
の
記

入
欄
を
削
除

一
、
本
人
以
外
の
方
が
代
筆
さ
れ
る

場
合
は
、
そ
の
方
の
氏
名
、
受
給

者
と
の
関
係
、
住
所
及
び
電
話
番

号
を
記
入
す
る
欄
を
追
加

一
、
本
人
の
電
話
番
号
を
記
入
す
る

欄
を
追
加

一、
加
給
年
金
額
対
象
者
に
「
子
供
」

欄
を
追
加

一
、
「
漢
字
収
録
」
欄
を
削
除

あ
な
た
の
大
切
な
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
お

手
元
に
現
況
届
が
届
い
た
ら
、
す
ぐ

に
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

一

お知らせ

老人医療受給者のみなさんへ

老人医療受給者証をお持ちの方で、

1月31日で有効期限が切れる方には新

しい受給者証が交付されます。

新しい受給者証は2月1日より使用

してください。なお、今までの受給者

証は 1月31日以降にご自身で処分して

ください。

も
し
も
提
出
が
遅
れ
た
り
、
忘
れ

た
り
す
る
と
年
金
の
支
払
い
が
一
時

止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
な
た

の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
結
果

と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
が

六
十
五
歳
に
な
っ
た
時
に
提
出
す
る

「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢

給
付
裁
定
請
求
書
（
は
が
ぎ
形
式
）
」

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
の
証
明
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
間
違
え

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い

こ

と
が
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
様
式
変
更

に
つ
い
て
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の
＇パ
氏 が

近
年
に
な
っ
て
日
本
で
も
、
条
件

不
利
地
域
（
中
山
間
地
域
）
の
農
林
業

を
単
な
る
私
経
済
的
視
点
か
ら
み
た

生
産
の
場
の
み
で
な
く
、
広
く
国
民

は
じ
め
に

全
国
山
村
振
興
連
盟
主
催
に
よ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
山
岳
国
家
の
持
続
的

発
展
対
策
調
査
」
が
、
昨
年
の
九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月
六
日
ま
で
の
十

五
日
間
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
神
井
恵
一
郎
町
議
会
議
員
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
修
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
岳
諸
国
の
経
済
・
社
会
・
環
境
問

題
の
解
決
策
等
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
、
将
来
に
わ
た
る
わ
が
国
山

村
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
山
村
振

興
地
域
か
ら
首
長
を
は
じ
め
行
政
職
員
等
二
十
五
人
が
参
加
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
イ
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
四
カ
国
を
訪
問
し
て
、
研

修
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
神
井
議
員
か
ら
研
修
報
告
書
が
出
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中

か
ら
「
ス
イ
ス
」
に
関
す
る
部
分
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
同
氏
は
議

会
・
町
、
農
業
委
員
会
等
で
報
告
会
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

的
視
点
か
ら
み
た
「
公
益
的
機
能
」

の
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
特
に

印
象
に
残
っ
た
ス
イ
ス
の
山
岳
農
業

に
つ
い
て
報
告
し
て
み
た
い
。

ス
イ
ス
の
総
面
積
は
約
四
万
一
千

平
方
km
で
典
型
的
な
山
岳
国
家
で
あ

る
。
連
邦
政
府
の
支
援
対
象
は
ア
ル

プ
ス
山
岳
と
ジ
ュ
ラ
山
脈
に
含
ま
れ

る
高
地
で
、
面
積
に
し
て
国
の
約
三

分
の
二
、
人
口
で
四
分
の
一
、
町
村

数
で
四
割
強
を
占
め
て
い
る
。
今
世

紀
に
な
り
、
ス
イ
ス
は
貧
困
な
農
業

国
か
ら
産
業
化
の
段
階
を
経
て
裕
福

な
サ
ー
ビ
ス
業
務
国
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
五
年
現
在
、
職
業
人
口
の

四

％
弱
が
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、
そ

れ
に
対
し
サ
ー
ビ
ス
業
務
は
六
九
％
、

第
二
次
産
業
は
二
二
％
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
八
五
年
か
ら
一
九

九
五
年
の
十
年
間
に
サ
ー
ビ

ス
業
務
界
の
＿
雇
用
が
一
八
％

増
加
し
た
の
に
対
し
、
第
二

次
産
業
は
一

0
％
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
四
％
の
失
業

率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
イ

ス
で
は
未
だ
に
外
国
人
労
働

力
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
ス
イ
ス
の
山
岳
地
は
、
農

業
政
策
に
よ
り
そ
の
不
利
な

条
件
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、

き
め
細
か
く
非
常
に
複
雑
に

区
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て

全
て
の
農
家
は
何
等
か
の
支

援
を
受
け
て
い
る
。
ス
イ
ス

は
気
候
、
地
形
、
高
度
（
標

高
）
の
条
件
が
そ
ろ
っ
た
紛

参加者全員で（スイス） 食
糧
自
給
率

常
に
六

0
％
以
上

れ
も
な
い
牧
草
国
で

あ
る
。
農
耕
（
穀
物
・

芋
・
野
菜
等
）
と
栽

培
（
ワ
イ
ソ
・
ぶ
ど

う
・
果
実
）
は
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
平
野

地
と
ア
ル
プ
ス
の
西

部
と
南
部
の
谷
間
に

み
ら
れ
る
。
山
岳
地

と
丘
陵
地
は
種
畜
と

用
畜
、
肉
と
ミ
ル
ク

の
生
産
等
牧
畜
の
地

域
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
生
産

物
の
自
給
率
は
非
常

に
高
く
、
牛
乳
―
―

0
%、
ば
れ
い
し
ょ

九
七
％
、
動
物
性
油

九
一
％
、
肉
は
一
〇

0
%、
穀
物
は
五
六

％
だ
が
、
パ
ソ
麦
は
ほ
ぼ
自
給
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
他
の
国
と
同
じ
よ
う
に
戦
時
中

と
終
戦
直
後
に
孤
立
し
、
食
糧
確
保

に
苦
労
し
た
体
験
か
ら
、
食
糧
自
給

率
が
六

0
％
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う

に
食
糧
生
産
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
山
岳
地
域
の
農
業
政
策
は
、
小

規
模
農
業
の
維
持
と
分
散
的
人
口
配

置
に
よ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
生
態
系
）
の

保
護
に
も
配
慮
す
る
こ
と
を
法
律
で

義
務
付
け
て
お
り
、
山
岳
地
域
の
農

業
に
対
し
て
は
、
一
般
的
な
農
業
支

援
策
に
加
え
て
特
別
な
奨
励
措
置
を

と
っ
て
い
る
。

山
岳
地
域
の
農
業
の
支
援
策
と
し

て
、
山
岳
地
で
種
牛
・
山
羊
・
羊
を

購
入
す
る
場
合
の
補
助
（
一
九
五
六

年
）
、
山
岳
地
の
家
畜
飼
養
者
へ
の

経
費
補
助
、
山
岳
農
業
へ
初
め
て
施

行
さ
れ
た
直
接
補
助
金
(
-
九
五
九

年
）
、
住
宅
改
善
に
対
す
る
補
助
（
一

九
七

0
年
）
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
山
岳
農
家
の
ケ
ー
ス
で
は
、
総

所
得
の
四
五
％
が
連
邦
政
府
か
ら
の

補
助
金
に
相
当
す
る
と
い
う
報
告
も

あ
る
。
こ
う
し
た
特
別
な
援
助
に
も

か
か
わ
ら
ず
山
岳
農
家
の
平
均
所
得

は
平
地
農
家
と
比
べ
て
二
五
％
ー
三

0
％
低
い
状
況
に
あ
る
。
こ
こ
で
注

目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
補
助
金
が

条
件
不
利
を
補
償
す
る
た
め
の
生
活

保
護
と
し
て
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で

視察先で熱心に研修
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郎

は
な
く
、
ス
イ
ス
の
自
然
と
景
観
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
農
家
の
高

地
定
着
の
社
会
的
コ
ス
ト
と
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
内

容
と
し
て
は
、

一
農
業
政
策
（
市
場
開
拓
、
農
業

所
得
支
援
、
投
資
教
育
費
等
）

二
森
林
政
策
（
木
材
生
産
に
対
す

る
補
助
、
森
林
労
働
力
の
合
理
化

等）

三

観
光
と
中
小
企
業
政
策
（
国
際

的
な
市
場
開
拓
と
小
規
模
企
業
に

対
す
る
貸
付
）

四
社
会
政
策
（
家
族
に
対
す
る
補

助
・
家
屋
改
善
投
資
へ
の
補
助
）

互
環
境
政
策
（
国
土
保
全
・
景
観

保
全
・
土
壌
浸
食
防
止

等）

六

社

会

的

基

盤

整

備

）
（
道
路
・
情
報
・
通
信
・

スイ
健

康

・

教

育

・

上

下
水

は

道

等

の

整

備

）

い

ス

イ

ス

は

こ

の

よ

う

に

し
て
、
幅
広
く
保
護
政
策

まっい
を
と
っ
て
ぎ
て
い
る
。
こ

‘̀ ヵ
れ
か
ら
の
山
岳
農
業
の
自

花な
由
市
場
で
の
目
標
は
、
競

ぃ
争
で
打
ち
勝
つ
た
め
に
農

産
物
を
で
き
る
だ
け
安
く

れきも
提
供
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

こー
努
力
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

家民
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
生

産
者
と
消
費
者
の
ど
ち
ら

ゃ几又＿＿―-ロ施
に
も
魅
力
的
な
値
段
で
、

共
山
岳
地
か
ら
質
の
高
い
特

公

産
物
を
市
場
に
出
す
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ
の
際
、

観光国であるスイスでは、でき

るだけ観光客にその土地の産物

を提供できる原産地の明確な表

示、地元での販売、観光方面と

の共同活動、質の向上促進が山

岳農業の戦略のようである。

とにかく、スイス国民全てが

自然環境や資源を大切にするだ

けでなく、山岳地域で農業が営

まれることによって土地と景観

を保全し、国土が守られている

という考え方である。さらに人

ロの適正配罹の大きな役割を担

い、観光立国としても山岳農業

は不可欠であることに対して、

国民合意がなされていることが

国を支えているといってもよい。

条件不利地域（中山間地域）の

多い日本でも直接所得補償（デ

カップリシグ）が導入されれば

と考えるが、関係地域住民や農

家自身まだまだ認識が低く、国

民合意には至らないところであ

る。今後、中山間地域における

従来型の農業生産による自然生

態系保全、国土保全、アメニティ

維持等の受益は、関係地域住民

にとって極めて大きいものがあ

り、今後その重要性は確実に増

すと考えられる。したがって、

このような農業の拡大、持続を

していくためには、中山間地域

における公益的負担による農家

への直接補償又は末端の行政機

関が問題を提起し、住民のコソ

セソサスを得た上での第三セク

ターによる農地・林地の保全に

月日（曜） 発着地／滞在地 摘 要 月日（曜） 発着地l滞在地 摘 要

9月22日東京（成田）発
ルフトハソザドイツ航空

9月30日
チューリッ ヒ終日 山岳居住支援協会

フラソクフルト着
にてフラソクフルトへ

プルッグ着／発
訪問（予定）

げI) （フラソクフルト泊） 因 ペルソ
（ペルソ泊）

23日
フラソクフルト発 空路、ソフ ィアへ ~o月 1 日 ペルソ発

移動

ソフィア着
（ソフィア泊）

グルノープル着
（グルノープル泊）

因 （水）

ソフィ ア地方開発及び建設省訪問 グルノープル 終日 専門視察
24日

【プルガリア】
（予定） 2日

【フラソス】
(FFEM予定）

（水） 現地視察 （木） （グルノ ープル泊）
（ソフィア泊）

ソフィア 終日 山岳過疎地域及び
3日
グルノープル発 午前移動

25日 股家訪問（予定）
バリ着

午後現地視察

（木） （ソフ ィア泊） ほ （パ リ泊）

ソフィ ア発 現地視察 4日 J < 
リ終日 市内視察

26日
アテネ稽

移動 （パ リ泊）

（金） （アテネ泊） (±) 

27日 【ギリシャ】
午前市内視察

5日
パリ(CDG)発 ルフトハ‘ノザドイツ航空

ア テネ
午後 自由行動

フラソクフルト着
にてフラソクフルト経由、

（お （アテネ泊） （日） 一路帰国の途へ
フラソクフルト発 （機中泊）

28日 ア テ
ネ終日 自由行動

6日 東京（成田）着
着後、入国・通関の後解

（アテネ泊） 散

（日） (jj) 

アテネ発午月II 臭業開発公社訪問
29日
チューリッヒ着

（予定）
(Jj). 移動
【スイス】 （チュー リ・ノヒ泊）

対
す
る
支
援
策
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

今
後
、
こ
の
度
の
研

修
で
得
た
こ
と
を
地
域

農
林
業
の
振
輿
発
展
に

少
し
で
も
役
立
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
最
後
に

な
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
視
察
研
修
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
、

町

当
局
を
は
じ
め
関
係
者

の
み
な
さ
ん
に
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

手入れの行き届いた牧草地 （スイス）
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今
年
度
、
肱
川
町
は
厚
生
省
の
助
成
を
受
け
、

8
0
2
0
運
動
推
進
特

別
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
事
業
の
一
貫
と
し
て
、
十
一
月
二
十

日
に
肱
川
中
学
校
で
、
中
学
生
を
対
象
に
日
本
大
学
研
究
所
教
授
の
森
本

基
先
生
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

概
要
を
こ
こ
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

【

8
0
2
0
運
動
と
は
】

今
日
本
人
の
寿
命
は
世
界
第
一
位

で
、
平
均
寿
命
が
八
十
歳
で
す
。
今

か
ら
五
十
年
前
の
日
本
人
の
平
均
寿

命
は
五
十
歳
で
し
た
。
こ
れ
だ
け
の

寿
命
を
も
っ
て
い
る
人
た
ち
は
日
本

人
し
か
い
ま
せ
ん
。

平
均
寿
命
が
伸
び
た
理
由
は
、
医

学
の
進
歩
・
環
境
の
整
備
・
食
事

（
栄
養
）
が
良
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
人
の
平
均
寿
命
は
伸
び

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
歯
の
寿
命

は
わ
ず
か
し
か
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
歯
を
丈
夫
に
し
た
ら
、
も
っ
と

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
伸
び
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
生

涯
を
通
じ
て
、
お
い
し
い
物
を
食
べ

て
元
気
に
な
る
事
を
考
え
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

今
日
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、

「
歯
の
健
康
づ
く
り
」
で
す
。
厚
生

省
と
日
本
歯
科
会
が
一
緒
に
な
っ
て

8
0
2
0
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

8
0
2
0
運
動
と
は
、
八
十
歳
に
な
っ

た
時
に
十
分
使
え
る
歯
が
二
十
本
あ

り
、
毎
日
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
よ

う
に
し
よ
う
。
こ
れ
が
健
康
の
基
で

す。
約
三
年
前
に
全
国
各
地
の
小
学
校
・

中
学
校
と
そ
の
両
親
に
ア
ソ
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

ち
ゃ
ん
と
噛
め
る
食
べ
物
は
好
き
で

な
い
。
こ
れ
は
、
大
変
残
念
な
事
で

す
。
こ
の
ご
ろ
の
日
本
人
の
子
供
た

ち
は
、
柔
ら
か
い
食
べ
物
を
一
生
懸

命
食
べ
て
い
ま
す
。
歯
が
無
く
て
も

食
べ
れ
る
物
を
食
べ
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
事

を
し
な
が
ら
、
お
茶
や
牛
乳
な

ど
の
飲
み
物
と
一
緒
に
丁
寧
に

噛
ま
ず
に
飲
み
込
ん
で
い
る
事

が
わ
か
り
ま
し
た
。

硬
く
て
何
回
も
噛
ま
な
く
て

は
い
け
な
い
物
を
食
べ
た
時
と
、

あ
ま
り
噛
ま
な
く
て
よ
い
物
を

食
べ
た
時
の
口
の
中
の
汚
れ
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

歯
を
磨
く
と
い
う
習
慣
は
日

本
人
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
古
い
歴
史
に
関
わ
り

が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
仏
教
が

は
ち
ま
る
に
い
ま
る

8
0
2
0運
動
の
推
進
を
め
ざ
し
て

健
康
づ
ぐ
り
i
)
-
し

だ液で歯ぐきの検査

来
て
、
お
坊
さ
ん
が
作
法
と
し
て
お

祈
り
を
す
る
前
に
歯
を
綺
麗
に
し
た

そ
う
で
す
。

日
本
の
学
校
教
育
が
明
治
初
期
に

始
ま
り
、
文
部
省
で
小
学
校
の
心
得

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、

「
ま
ず
朝
起
き
た
ら
顔
を
洗
っ
て
、

ロ
を
す
す
い
で
、
口
の
中
を
綺
麗
に

し
て
、
髪
を
と
か
し
て
、
両
親
に
朝

の
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
朝
食
を
食
べ

て
、
道
具
を
揃
え
て
学
校
に
行
き
ま

し
ょ
う
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
、
庶
民
の
間
に
歯

を
磨
く
習
慣
が
で
ぎ
て
ぎ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
時
代
で
す
か
ら
今

日
と
は
違
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
で
も
歯
が
大
切
だ
と
言
う
事

は
、
そ
の
時
代
か
ら
知
っ
て
い
ま
し

た
。
動
物
の
歯
を
見
た
事
が
あ
り
ま

す
か
。
馬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
馬
の

歯
を
見
て
健
康
状
態
を
判
断
し
ま
す
。

馬
や
牛
が
草
を
食
べ
て
い
る
時
ど
ん

歯
は
物
を
食
べ
る
時
ぐ
ら
い
し
か

【
身
体
・
精
神
の
発
育
に
も

影
響
を
及
ぽ
す
歯
】

な
食
べ
方
を
し
て
い
る
か
観
察
し
て

見
て
く
だ
さ
い
。
猫
や
犬
は
ど
ん
な

歯
を
し
て
い
ま
す
か
。
犬
の
歯
は
尖
っ

て
い
召
け
ど
、
猫
の
歯
の
尖
り
方
と

は
違
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
違
う
の

か
。
そ
れ
は
、
動
物
の
種
類
に
よ
っ

て
餌
が
違
う
か
ら
、
餌
が
違
う
と
言

う
事
は
物
の
噛
み
方
・
腸
の
機
能
・

腸
の
長
さ
も
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
し

て
、
動
物
は
歯
が
無
く
な
る
と
命
も

無
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
間
は
知
恵
を
働
か
せ

て
、
歯
が
無
く
な
っ
て
も
食
べ
れ
る

よ
う
、
生
ぎ
長
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
実
際
八
十
歳
に
な
っ
た

時
、
現
在
は
残
念
な
が
ら
四
ー
五
本

し
か
自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

歯
医
者
さ
ん
が
立
派
な
入
れ
歯
を
作
っ

て
く
れ
る
の
で
、
物
は
食
べ
ら
れ
ま

す
が
人
工
の
物
は
完
全
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
自

分
の
歯
を
残
し
て
お
き
た
い
も
の
で

す。
歯
の
寿
命
は
、
犬
歯
（
糸
き
り
歯
）

が
一
番
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
犬
歯

が
無
く
な
る
と
闘
争
心
が
無
く
な
っ

て
き
ま
す
。
闘
争
心
と
は
、
た
だ
喧

嘩
を
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
仕
事
を
す
る
ぞ
．
勉
強
す
る

ぞ
．
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
で
あ

り
、
人
間
の
支
え
に
な
る
の
は
こ
の

糸
ぎ
り
歯
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

役
に
立
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
人
間
の
生
き
ざ
ま
に
関
係

し
て
い
ま
す
。

昔
、
青
森
県
に
不
幸
な
女
の
子
が

い
ま
し
た
。
子
供
の
時
の
歯
は
完
璧

に
あ
り
ま
し
た
が
、
生
え
変
わ
っ
て

永
久
歯
に
な
る
時
、
永
久
歯
に
な
る

芽
が
全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ

か
ら
、
乳
歯
が
抜
け
て
も
歯
が
生
え

て
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
学
校
四
年

生
の
時
、
口
先
に
い
つ
も
し
わ
が
よ

る
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
な
る
。

そ
れ
で
、
学
校
に
行
く
の
が
嫌
に
な

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
国
語
の
時
間

に
「
本
を
読
み
な
さ
い
」
と
先
生
に

言
わ
れ
て
も
ち
ゃ
ん
と
発
音
が
で
き

な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
子
の
身
体
の

発
育
・
精
神
の
発
育
が
止
ま
る
な
ど

大
変
な
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
家
系

を
見
た
り
、
精
神
科
の
医
師
・
心
理

学
の
医
師
に
相
談
し
て
も
大
き
な
原

因
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
歯
が

生
え
て
こ
な
か
っ
た
が
為
に
身
体
の

発
育
も
う
ま
く
い
か
ず
、
精
神
的
な

問
題
も
起
き
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

小
学
校
四
・
五
年
こ
ろ
に
総
入
れ
歯

を
作
り
、
発
音
練
習
を
し
た
り
し
て

小
学
校
卒
業
の
こ
ろ
に
は
、
普
通
に

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
普
通

の
子
供
に
返
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
歯
が
あ
る
の
は
あ
た
り
前
と
思
っ

て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
あ
た
り

前
で
な
い
と
感
じ
て
い
る
方
が
歯
を

大
事
に
し
ま
す
。

小
学
校
に
入
る
前
に
一
番
先
に
第

だ

い

き

ゅ

う

し

一
大
臼
歯
が
生
え
て
き
ま
す
。
一
番

寿
命
が
短
い
の
は
下
の
奥
の
第
一
大
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臼
歯
で
四
十
八
年
、
歯
が
生
え
る
の

が
六
歳
、
無
く
な
る
の
が
五
十
四
歳

で
八
十
歳
ま
で
生
き
る
と
歯
は
持
た

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

奥
歯
で
ぐ
っ
と
物
を
噛
み
締
め
る

力
は
、
最
低
限
自
分
の
身
体
を
支
え

る
だ
け
の
力
が
あ
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
近
代
文
明
は
私
た
ち
の
身
体

を
壊
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
意
識
し
て
身
体
を
守
る
努

力
を
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

今
年
か
ら
厚
生
省
は
正
式
に
生
活

習
慣
病
と
い
う
言
菓
を
使
い
出
し
ま

し
た
。小
学
校
五
・
六
年
生
の
保
健
の
教

科
書
に
風
邪
・
イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
・

も
う
―
つ
は
、
虫
歯
の
病
気
の
予
防

に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
病
気
の
原
因
•
そ
の
病
気
に

な
っ
た
時
の
身
体
の
変
化
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。
イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
は
、

ウ
ィ
ル
ス
で
す
。
虫
歯
は
、
ス
ト
レ

プ
ト
コ
ッ
カ
ス
・
ミ
ュ
ー
タ
ソ
ス
菌

（
連
鎖
球
菌
の
一
っ
）
に
よ
っ
て
起
こ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
菌
は
ロ

腔
常
在
苗
で
誰
の
口
の
中
に
も
い
ま

す
。
誰
の
口
の
中
か
ら
培
養
し
て
も

い
ま
す
。
常
に
そ
こ
に
あ
る
菌
の
一

つ
で
す
。
虫
歯
の
元
に
な
っ
て
い
る

ミ
ュ
ー
タ
ソ
ス
菌
を
持
っ
て
い
な
が

ら
、
虫
歯
が
ニ
ー
三
本
あ
る
人
・
ま
っ

た
く
無
い
人
と
、
ど
う
し
て
で
し
ょ

う
か
。
イ
ソ
フ
ル
エ
ソ
ザ
ウ
ィ
ル
ス

は
今
年
は
香
港
A
.
B
型
な
ど
や
っ

【
歯
・
ロ
腔
の
疾
患
は

「
生
活
習
慣
病
」
か
】

（町民憲章） 饂瞬

歯の健康づくりについて真剣に学ぶ肱中生のみなさん

て
く
る
こ
と
を
防
ぐ
事
は
で
き
な
い

の
で
、
ワ
ク
チ
ソ
を
し
ま
し
ょ
う
。

皮
膚
を
強
く
し
ま
し
ょ
う
。
と
か
病

気
の
す
べ
て
、
生
活
習
慣
が
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
一

番
生
活
習
慣
に
関
わ
り
の
強
い
の
が

ロ
の
中
の
病
気
で
す
。
で
す
か
ら
、

学
校
教
育
の
特
別
活
動
の
中
に
口
腔

保
健
を
昭
和
五
十
三
年
か
ら
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。
口
の
中
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
る
、
歯
が
き
ち
ん
と
磨

け
る
よ
う
に
な
る
、
す
る
と
何
が
変

化
す
る
か
、
日
常
生
活
の
中
で
整
理

整
頓
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
学
校

で
の
怪
我
の
発
生
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
日
常
生
活
が
き
ち
ん

と
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
大
き
な

変
化
が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
が
大

変
重
要
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

【
口
の
中
も
思
春
期
の
中
学
生
】

小
学
校
か
ら
大
学
の
学
生
生
活
の

中
で
、
生
活
習
慣
が
乱
れ
る
の
は
中

学
生
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
千
葉
県
の
小
学
生
か
ら
高
校

生
の
歯
・
ロ
腔
状
態
を
調
査
し
た
結

果
、
「
も
う
少
し
歯
磨
き
し
な
さ
い
」

が
小
学
校
五
・
六
年
生
で
一
七
％
、

中
学
一
年
生
で
ニ
―
%
、
二
年
生
で

ニ
四
％
、
三
年
生
で
―
―
―
二
％
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
歯
を
磨
か

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

夜
勉
強
を
し
て
夜
食
を
と
る
か
ら
で

す
。
十
二
歳
で
最
後
の
永
久
歯
が
生

え
て
、
こ
れ
か
ら
一
生
の
歯
が
揃
っ

た
時
に
丁
寧
に
綺
麓
に
し
て
お
か
な

い
と
、
十
二
歳
で
生
え
た
第
二
大
臼

歯
が
わ
ず
か
四
十
数
年
間
で
無
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ス
ペ
ア
は
あ
り
ま

せ
ん
。
高
校
生
で
は
、
こ
れ
が
一
五

ー
ニ

0
％
に
な
り
、
ぐ
っ
と
綺
麗
に

な
り
ま
す
。
中
学
校
三
年
間
が
口
の

汚
れ
か
ら
見
る
と
、
学
校
生
活
の
中

で
一
番
悪
い
状
態
で
す
。

急
に
口
の
中
が
汚
れ
て
き
た
ら
、

必
ず
生
活
の
問
題
・
友
人
関
係
・
心

の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
中
学
生

は
小
学
生
か
ら
大
人
へ
な
っ
て
い
く

肉
体
的
・
精
叫
，L
~ご
に
も
大
変
な
時
期

に
あ
り
、
そ
の
時
に
歯
の
問
題
も
抱

え
て
い
ま
す
。
自
分
で
毎
日
の
歯
磨

き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と

心
の
安
定
が
得
ら
れ
て
き
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
学
校
で
の
健
康
診
断

が
新
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。
歯
の
健

康
診
断
に

C
o
.
G
°
が
入
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
長
い
間
、
病
気
の
早
期

【「
8
0
2
0
運
動
」
の
達
成
を

目
指
し
て
心
が
け
る
事
】

C
は
カ
リ
エ
ス
で
す
ぐ
に
治
療
し

な
さ
い
。

C°
の
0
は
オ
ブ
ザ
ベ
ー

シ
ョ
ソ
（
観
察
）
、
虫
歯
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
観
察
・
注
意

し
て
き
ち
ん
と
歯
磨
き
し
ま
し
ょ
う
。

G
。
と
は
、
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
・

歯
肉
炎
・
歯
磨
き
を
き
ち
ん
と
す
れ

ば
、
歯
ぐ
き
が
締
ま
っ
て
健
康
に
も

ど
る
と
い
う
事
で
す
。

是
非
と
も
、
毎
朝
き
ち
ん
と
歯
磨

き
を
し
て
頭
の
格
好
で
な
く
顔
色
を

見
て
イ
ー
と
歯
肉
を
出
し
て
赤
い
歯

肉
が
ピ
ソ
ク
色
を
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
歯
と
歯
の
間
の
三
角
形
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
何
と
な
く
ブ
ヨ
ブ
ヨ

し
て
い
な
い
か
、
き
ち
っ
と
締
ま
っ

て
い
る
か
、
是
非
見
て
く
だ
さ
い
。

中
学
生
の
こ
ろ
は
一
生
の
中
で
身

体
が
一
番
い
い
時
で
す
。
年
を
重
ね

る
と
段
々
駄
目
に
な
っ
て
き
ま
す
。

少
し
位
口
の
中
が
汚
れ
て
、
少
し
歯

肉
炎
が
あ
っ
て
歯
肉
が
プ
ヨ
ブ
ョ
に

な
っ
て
い
て
も
一
週
間
ぎ
ち
ん
と
歯

磨
き
を
し
て
い
る
と
歯
茎
が
締
ま
り

ほ
と
ん
ど
健
康
状
態
に
な
り
ま
す
。

人
間
の
身
体
の
中
は
、
ほ
と
ん
ど

ほ
っ
と
い
て
も
大
丈
夫
で
す
。
皮
膚

は
皮
膚
自
身
が
落
っ
こ
ち
て
綺
麓
に

な
り
ま
す
。
粘
膜
は
も
っ
と
活
発
に

対
処
し
ま
す
か
ら
、
い
つ
も
綺
麓
で

す
。
し
か
し
、
歯
だ
け
は
は
が
れ
て

こ
な
い
か
ら
人
間
が
や
ら
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

発
見
・
早
期
治
療
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
も
っ
と
積
極
的
に
健
康
を

つ
く
り
だ
し
て
い
こ
う
と
言
う
考
え

に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
全
体

の
健
康
度
を
ど
う
や
っ
て
回
復
さ
せ

て
い
こ
う
か
と
言
う
時
代
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の

8
0
2
0
運
動
で
大

切
な
事
は
、

①
毎
日
、
丁
寧
に
歯
や
歯
肉
を
ブ
ラ
ッ

シ
ソ
グ
し
ま
し
ょ
う
。

毎
日
鏡
を
見
て
、
口
の
中
を
見
ま

し
ょ
う
。

歯
ブ
ラ
シ
は
、
少
し
古
く
な
っ
た

ら
買
い
替
え
ま
し
ょ
う
。
あ
ま
り
ゴ

シ
ゴ
シ
擦
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
歯

ブ
ラ
シ
の
毛
先
の
弾
力
で
綺
麓
に
し

ま
す
。
力
で
綺
麗
に
す
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

②
定
期
的
に
歯
科
医
師
に
診
て
も
ら

い
、
歯
石
沈
着
が
あ
れ
ば
完
全
に

除
去
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

③
食
べ
物
は
好
ぎ
嫌
い
を
言
わ
ず
に

バ
ラ
ソ
ス
の
よ
い
栄
養
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

④
生
活
習
慣
病
の
―
つ
で
あ
る
虫
歯

や
歯
肉
炎
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

煙
草
を
吸
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

中
年
の
生
活
習
慣
病
の
高
血
圧
症
・

肥
満
・
糖
尿
病
の
背
景
に
は
、
全
部

煙
草
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

虫
歯
は
さ
ほ
ど
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
歯
肉
炎
・
歯
槽
膿
漏
は
、
煙

草
を
吸
っ
て
い
る
限
り
絶
対
治
り
ま

せ
ん
。



箇）。〗。径l 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂瞬 (10)

永
年
に
亘
り
斎
苑
事
業
に
貢
献
さ
れ
福
島
県

郡
山
市
で
行
わ
れ
た
第
四
十
一
回
全
国
環
境
衛

生
大
会
に
お
い
て
社
団
法
人
日
本
環
境
斎
苑
協

会
長
よ
り
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

感

謝

状

柴
田
幸
太
郎
氏

永
年
に
亘
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
行
政
の

発
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
り
十
一
月
十
四
日

（
金
）
法
務
省
に
お
い
て
法
務
大
臣
よ
り
藍
綬
褒

章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

藍

綬

褒

章

飛
野

虎

生

氏

永
年
に
亘
り
母
子
福
祉
の
発
展
に
多
大
の
功

績
が
あ
っ
た
方
を
讃
え
十
一
月
六
日
（
木
）
愛
媛

県
庁
に
お
い
て
知
事
よ
り
勲
六
等
宝
冠
章
の
伝

達
が
あ
り
ま
し
た
。

勲
六
等
宝
冠
章

浜
田

タ

ネ

氏

（
中
野
）

（
中
居
谷
）

（町）

受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

いのちへの優しさと思いやり

加二二臓器提供意思表示力;::,~卜が発行されました//~

現在、様々な病気に苦しみ、腎臓や心臓、肝臓な

どの臓器を移植することが唯一の治療法である方々

が、数多く移植を受ける 日を待ち望んでいます。

平成9年10月16日に臓器の移植に関する法律が施

行され、従来から行われてぎた心臓停止後の腎臓や

角膜の提供に加えて、脳死後においても心臓、肺、

肝臓などの臓器が提供でぎるようになりました。

脳死後の臓器提供にあたっては、ご本人が臓器提

供意思表示カードなどの書面であらかじめ意思表示

を行っており、そのことを知ったご家族が拒否され

ないこ となどが条件となっています。

意思表示カードには、臓器提供ができるかどうか、

提供できる臓器の種類などについて、ご本人の考え

に従って記入いただき、署名のうえ、財布や定期入

れなどに入れて常時携帯ください。

意思表示カードは、説明用リ ーフレ ットともに保

健セ‘ノターに置いております。

＠
 

どんな臓器が移植のために提供できるのです

か？

〇 心臓や肺、肝臓、腎臓、角膜などを提供して

いただくことができます。

心臓や肺、肝臓、腎臓、膵臓、小腸は、脳死後、

移植のために提供していただくことができます。

腎臓や膵臓、角膜は、心臓が停止した死後でも、

移植のために提供していただくことができます。

＊臓器提供に関する問い合わせ先

（社）日本臓器移植ネットワーク本部

匹 0120-78-1069(7リーダイヤル）

3辺知 ＿ー〉 llhll ~
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文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 鰯瞬

肱川町保育所「ぽっぽ園」では平成10年度
の新入園児を次により募集しておりますので、

入園を希望される方は申し込んでください。

(1)対象児

満年齢で 2歳、
(2)保育時間

（平 日）午前 7時30分～午後 6時まで

（土曜日）午前7時30分～午後 1時まで

ただし、第2.第4土曜日は休みます。
(3)保育料

1人月額 20,000円

ただし、 2人目からは月額 10,000円

(4)給食料

1人1日

(5)申込期限

平成10年 2月27日（金）

(6)申し込み及び問い合わせ先

「ぼっぼ園」 834-3393 

3歳児

300円（おやつを含む）

こ
の
度
丸
山
さ
ん
ご
夫
妻
よ
り
肱

流
苑
に
「
全
身
理
学
療
法
装
置
」
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
装
置
は
三
本
の
ロ
ー
ラ
ー
で

平
行

・
押
圧
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
温
熱

治
療
が
行
え
る
も
の
で
、
肱
流
苑
に

は
以
前
か
ら

一
台
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
順
番
待
ち
が
出
来
て
い
る

程
人
気
の
あ
る
治
療
器
で
し
た
が
、

二
台
に
な
り
希
望
者
全
員
が
使
用
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

丸
山
さ
ん
の
お
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
、
肱
流
苑
に
来
ら
れ
る
お
年
寄

り
の
健
康
増
進
に
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

丸
山
音
澄
・
み
ゆ
き
さ
ん
が

肱
流
苑
に
治
療
器
を
寄
贈

確定申告は正しくお早めに！

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

《
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
》

《
確
定
申
告
書
は
郵
送
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。
》

寵
定
申
告
は
、
で
き
る
だ
け
旱
め
に
お
満
ま
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
九
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
（
月
）
か

ら
三
月
十
六
日
（
月
）
ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

税
務
署
で
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
や
公
的
年
金
用

の
確
定
申
告
書
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
い
申
告
書
の
書
き

方
や
説
明
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
利
用
し
て
で
き
る
だ
け
ご
自
身
で
申
告
書
を
作
成
し
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
分
か
り
や
す
い
申
告
書
の
書
ぎ
方
等
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
・
市
町
村
役
場
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
御

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
一
般
の
人

●
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
、

漁
業
な
ど
で
収
入
を
得
て
い
る
人

●
地
代
、
家
賃
、
配
当
な
ど
の
収

入
の
あ
る
人

●
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

平
成
九
年
中
に
各
種
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配

偶
者
控
除
・

扶
養
控
除
•
そ
の
他

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

人
は
必
ず
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

※
昨
年
ま
で
申
告
義
務
の
な
か
っ

た
人
は
、
も
う
一
度
本
年
の
所

得
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
（
給
与
所
得
者
）

の
所
得
税
は
、
年
末
調
整
に
よ
っ

て
精
算
さ
れ
る
の
で
、
普
通
の
場

合
は
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
人

は
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
給
与
の
年
収
が

二
千
万
円
を
超

え
る
人

●
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

っ

て
い
る
人

●
給
与
以
外
の
所
得
が

二
十
万
円

を
超
え
る
人

子育てなんでもダイヤル
愛媛県中央児童相談所では、子育てと子供に関

するあらゆる電話相談を受け付けています。相談

時間は、年末年始と祝日を除く毎日、午前9時か

ら午後9時までです。

電話番号 089-923-4152
089-923-44 71 ファックス

底
交通事故
ご相談

●軍話のご相談もお受けします

8089-9 4 5 -2 3 3 5（直通）
相談日：月曜から金曜午前9時半～12持
午後1時～4時40分 （祝日を除く）

〇専門の相談員が親身になってご相談に応じます

〇弁護士相談日：毎週木曜日午後 1時～ 4時
（予約制•相談無料）

社団法人日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター
松山市花園町1-3 日本生命松山市駅前ピル6階 松山調査事務所（ B089-945-5500)内



領）。9。額l 自然を大切にして

灯油の保管、容器と
場所が防火の第一歩

美しいまちをつくります

面
倒
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
火
を
つ
け
た

ま
ま
給
油
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。

給
油
す
る
前
に
は
ス
ト

ー
ブ
の
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。
給
油
の
後
は
燃
料
タ
ソ
ク
の

キ
ャ
ッ
プ
を
き
ち
ん
と
し
め
た
か
ど
う
か

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

灯油は推奨認定灯油缶などの、安全性に優れた容器に入

れておきましょう。保管は日陰で風通しの良い場所に。

（町民憲章）

給
油
の
時
の
注
意
点

今
回
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
と
灯
油
の

保
管
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

鱈瞬 (12)

み

川上支署

（図 1)

四国電力からのお知らせ

鹿の川お客さまセソター（営業店）の窓口の

閉店時間を平成10年3月1日（日）から、次の

とおり変更させていただきます。

窓口閉店時間

•平日 （月～金曜日） は
午後 5時 20分で閉店

•土、日、祝日は終日閉店

ご迷惑をおかけ しますが、

しくお願いいたします。

ご協力の程よろ

●なお、 NTT電話によるお申し出は今まで

どおりでございます。窓口閉店時間中は大

沙廿営業所へ転送されるようになっておりま

す。

•その他、 ご不明な点が ご ざいましたら下記

までお問い合わせください。

四国電力（株）大洲営業所

TEL0120-410-795（フリーダイヤル）

四国電力（株）鹿の川お客様センター

TEL0120-410-635（フリーダイヤル）
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算→-‘--------
平素は、郵政事業に格別のご理

解とご協力をいただきありがとう

ございます。

郵政事業においては、お客様に

なるべく安い料金で良質なサービ

スをご利用していただくため新郵

便番号制（郵便番号が 5ケタから 7ケタになります）を導

入することとし、今年2月2日から実施されます。

この新郵便番号が定着するにはお客様のご協力がどうし

ても必要となりますのでよろ しくお願いいたします。

鹿2月2日からでもはがき等は使用できます。その場合

は6 • 7ケタ目は4 • 5ケタ目の番号枠の下にご記入くだ
さい。（図 1)

新郵便番号制への移行に伴い次のようなサービスを行っ

ています。

簡単に貼ることの出来る7ケタの新郵便番号枠シー）レ

の無料配布

新郵便番号の案内サービスを行っています。
パンゴウナナケタココ ニ

（フリーダイヤル） 0120-857-552 

③ 現行の郵便番号枠の官製はがき・郵便書簡を7ケタの

新郵便番号枠のはがき等と無料交換いたします

(3月31日まで）

＊詳しくは窓口でおたずねください。

団団回困＠＠23  

①
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高齢者趣味の作品展開催（大洲市） I 
社゚
協
だ
よ
り

第
二
十
七
回
、
高

齢
者
趣
味
の
作
品
展

及
び
、
こ
と
ぶ
き
文

化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
十

一
月
二
十
六

日
か
ら
十
一
月
二
十

八
日
ま
で
大
洲
市
民

条
館
に
お
い

て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

八
局
管
内
、
二
市

三
郡
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
に
よ
る
作

品
が
多
数
出
品
さ

れ
、
肱
川
町
も
町

老
連
手
芸
部
、
文

化
教
養
部
か
ら
出

品
い
た
し
ま
し
た
。

一
堂
に
並
ん
だ
作

品
は
、
ど
れ
を
観

て
も
立
派
な
も
の

ば
か
り
で
あ
っ
た
。

町
老
連
手
芸
部
が

出
品
し
た
十
点
の

作
品
が
金
賞
（
県

知
事
表
彰
）
に
輝

ぎ
、
長
年
の
夢
が
か
な
い
部
員
の
方
々

も
大
喜
び
で
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

ど
の
作
品
よ
り
も
一
段
と
目
を
引
き
、

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
の
作
業
、
創
造

力
な
ど
の
総
合
点
を
も
ら
っ
た
よ
う

で
す
。
二
十
七
日
の
こ
と
ぶ
き
文
化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
式
典
に
お
い
て
、

町
老
連
手
芸
部

金
賞
（
知
事
表
彰
）
に
輝
く 肱川町社会福祉協議会

ft (0893) 34-2340 

（
 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら
ご

寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

大

屋

敷

西

山

輝

重

様

藤

野

原

林

光

雄

様

上

鹿

野

川

村

田

勝

好

様

中

野

今

岡

キ

ミ

エ

様

肱

栄

橋

本

正

之

様

山
内
幸
さ
ん
が
代
表
で
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
期
に
手
芸
部

に
も
、
張
り
合
い
が
で
ぎ
、
ま
た
来

年
も
今
年
以
上
の
作
品
を
創
作
し
よ

う
と
誓
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

講
演
は
「
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
健

康
を
あ
な
た
に
」
と
題
し
て
、
ヒ
ュ
ー

マ
ソ
ヘ
ル
ス
研
究
所
の
西
野
恵
美
子

先
生
よ
り
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
先

生
の
若
さ
の
秘
訣
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
講
演
は
会
場
よ
り
大
ぎ

な
笑
い
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
こ
の
後
、

各
地
区
代
表
の
演
芸
大
会
に
移
り
踊

り
、
琴
、
歌
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

来
年
度
の
再
会
を
期
し
て
盛
大
に
終

わ
っ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

赤い羽根共同募金
総額991,129円
（追加）予子林小学校 6,600円
主婦の店他 24,937円

広報12月号において募金の実
績額を報告していましたが、そ

の後、募金を頂きました。お陰

をもちまして赤い羽根共同募金

も過去最高の金額となりました。

この募金は 1月上旬に県共同募

金会へ送りました。

魚

料

理

教

室

開

催

岩
谷
・
予
子
林
老
人
ク
ラ
ブ

老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
と
し
た
魚
料
ん
で
食
べ
さ
せ
て
下
さ
い
。
」
の
言

理
教
室
が
予
子
林
・
岩
谷
に
お
い
て
葉
に
「
ま
た
宿
題
が
出
来
た
が
、
ま

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
二
月
一
日
は
か
せ
な
さ
い
。
」
と
笑
顔
で
応
じ
ら

岩
谷
老
人
ク
ラ
ブ
、
十
二
月
八
日
は
れ
て
い
ま
し
た
。

予
子
林
老
人
ク
ラ
ブ
と

二
回
に
分
け
、
後
片
づ
け
で
食
器
を
洗
っ
て
帰
っ

大
洲
市
の
西
村
・
菊
池
両
講
師
を
ま
た
予
子
林
小
学
校
の
高
学
年
生
に
は

ね
い
て
行
い
ま
し
た
。
魚
の
料
理
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
り
、
学
校
、

思
う
よ
う
に
は
な
ら
ず
、
参
加
者
は
家
庭
、
地
域
で
の
情
操
教
育
が
い
ぎ

皆
一
生
懸
命
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
岩
届
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

谷
に
お
い
て
は
、
岩
谷
幼
小
学
生
が

料
理
を
し
て
る
所
へ
来
て
「
理
科
の

勉
強
？
。
」
．
魚
の
名
称
、
魚
の
内
臓

の
説
明
に
子
供
達
も
少
し
は
勉
強
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

両
ク
ラ
ブ
と
も
鯛
の
刺
身
、
福
め
ん

を
作
り
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
、
生
徒
、
先
生
と
全

員
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
供
達
と

の
交
流
を
大
切
に
と
い
う
こ
と
で
老

人
会
も
気
持
ち
よ
く
受
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
供
達
の
お
礼
の
あ
い

さ
つ
で
、
「
又
、
来
年
も
ぜ
ひ
、
呼

、、̀

rヽ
¥
i
¥
f
¥ヽヽ

r
¥
¥
i
rヽ
¥
A

、P¥j
rヽ
¥
i
rヽ
¥
A
¥
r
¥
3

、P¥

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
不
透
明
な
世
相
を
反
映
し
て
社

会
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
お
り
、

こ
の
様
な
時
に
社
協
は
何
を
す
べ
き

な
の
か
困
惑
し
ま
す
が
、
町
民
の
方
々

の
要
望
に
出
来
る
だ
け
の
事
は
行
う

所
存
で
す
。
本
年
も
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

予子林老人クラブ
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代
表
理
事
組
合
長

「
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す」
皆
様
方
に
は
ご
健

勝
に
て
新
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨
年
は
景
気
の
先

行
き
に
期
待
を
し
た

組
合
長
理
事

新
年
を
迎
え
、
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

旧
年
中
は
各
種
事

業
の
推
進
に
対
し
格

別
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

九
年
の
木
材
価
格

は
前
半
か
ら
値
さ
が

り
が
つ
づ
き
後
半
に

お
い
て
は
前
年
度
の
約
半
値
に
落
ち

込
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
間
伐
の

推
進
が
困
難
と
な
り
林
産
事
業
の
減

少
と
な

っ
て
居
り
ま
す
。
新
年
に
お

い
て
も
価
格
の
上
昇
は
あ
ま
り
期
待

で
き
ず
、
国
内
景
気
の
動
向
等
、
急

激
な
上
昇
が
な
い
か
ぎ
り
製
材
品
の

活
発
な
動
き
も
見
込
ま
れ
ず

一
般
的

に
見
て
現
状
を
ど
ん
底
と
見
て
除
除

の
値
上
り
を
待
つ
ほ
か
な
い
状
況
に

お
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
今
後

J

A

肱

川

河

野

肱

川

町

森

林

組

合 鉾

岩

農

林

だ

よ

り

美

治

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
‘
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
‘
g
g
g
g
g
g
gさ
苔
委

g
g
g
g
g
g
g
gさ
苔

gggg‘ggggggggさ
苔

g
g
g
g
g
g
g哀
ggggî

年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
金
融
・
証
券
・

保
険
・
業
界
の
混
乱
・
消
費
の
減
速

な
ど
景
気
は
後
退
局
面
を
迎
え
て
お

り
ま
す
が
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
全
体

の
問
題
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
業
問
題
で
は
米
の
供
給
過
剰
に

よ
る
米
価
へ
の
影
響
な
ど
又
平
成

一

0
年
度
米
生
産
調
整
は
全
国
で
九
六

万
三
、
0
0
0
ヘ
ク
、
肱
川
町
で
は

八
六
・

三
ヘ
ク
に
強
化
を
さ
れ
る
こ

勉

編集•発行
J A 肱 JIl
肱川町森林組合

と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

先
、
日
本
の
食
糧
安
保
は
守
ら
れ
る

の
か
危
機
感
が
一
層
大
き
く
な

っ
た

と
思
い
ま
す
。

現
在
全
国
の
組
織
を
挙
げ
て
稲
作

の
経
営
安
定
の
た
め
、
米
政
策
の
確

立
を
目
指
し
て
農
政
運
動
を
展
開
中

で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
み
か
ん
・

柿
が
豊
作
型
で
流
通
面
で
苦
戦
を
し

て
お
り
ま
す
が
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
は
価

格
が
良
い
年
で
肱
川
に
お
い
て
も
三

六
0
t
、
一
億
一
、

0
0
0
万
円
を

超
え
る
生
産
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
農
林
業
生
産
高
は
全
体
で

ほ
ぽ
昨
年
と
同
じ
状
況
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。
尚
、
昨
年
末
に
推
進
を
い
た

し
ま
し
た
特
別
金
融
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
県
全
体
の
貯
金
高
は

一
兆

四
、
八
四
五
億
五
、
四

0
0
万
円
、
目

標
に
対
し
て
一

0
0
・
六
％
、
肱
川

の
間
伐
の
推
進
に
あ
た
っ
で
は
生
産

経
費
の
軽
減
に

一
層
の
対
策
が
必
要

で
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
に
取
り
組
ん

で
ゆ
き
健
全
林
育
成
に
努
め
ま
す
。

九
年
の
椎
茸
の
価
格
は
、
産
地
表

示
と
国
産
原
木
乾
し
い
た
け
、
ソ
ソ
ボ

ル
マ
ー
ク
の
普
及
、
テ
レ
ビ
放
映
等

消
費
宣
伝
の
効
果
も
出
て
値
上
り
が

つ
づ
き
後
半
は
前
年
よ
り

一
柊
当
り

一
、
0
0
0円
か
ら

一
、五

0
0円
高

と
な
り
十
年
に
お
い
て
も
急
激
な
値

く
ず
れ
は
無
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
生
産
量
が
大
き

く
減
少
し
て
居
り
今
後
の
植
菌
量
の

増
大
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

農
協
貯
金
高
六
一
億
七
、
四

0
0
万

円
目
標
対

一
〇
二
、
三
％
の
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
共
に
各
種

ロ
ー
ソ
・
年
金
の
取
り
扱
い
な
ど
地

域
の
金
融
機
関
と
し
て
の
資
金
力
の

増
強
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
宜

敷
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
組
織
整
備
と
農
協
合
併
問
題

に
つ
い
て
は

―
つ
に
は
県
連
の
段
階

で
す
が
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
県
経
済

連
と
県
青
果
連
が
一

0
年
の
四
月

一

日
合
併
、
「
県
農
え
ひ
め
」
と
し
て
発

足
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

農
協
に
つ
い
て
は
、
松
山
市
農
協

と
北
伊
予
農
協
が
九
年
十

二
月

一
日

で
合
併
、
明
浜
農
協
が
東
宇
和
農
協

と

一
0
年
四
月
一
日
で
合
併
、
宇
摩

方
の
努
力
で
九
年
春
の
植
菌
量
は
前

年
対
比

ニ
ニ

0
％
の
増
殖
が
で
ぎ
ま

し
た
。
今
春
も
植
菌
の
増
大
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
椎

茸
櫓
木
づ
く
り
に
対
す
る
肱
川
町
の

補
助
金
も
今
春
と
来
春
で
打
ち
切
り

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
計
画
的
な
植

菌
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。平
成
十
年
度
も

二
月
に
総
代
会
を

開
催
し
て
事
業
計
画
を
決
定
い
た
だ

き
町
役
場
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
御

指
導
を
受
け
な
が
ら
事
業
を
す
す
め

て
参
り
ま
す
。
又
今
年
は
森
林
組
合

の
合
併
に
つ
い
て
も
色
々
と
御
相
談

地
区
の
川
之
江
農
協
が
う
ま
農
協
と

-
0
年
4
月
1
日
で
合
併
。
松
山
市

農
協
と
松
前
農
協
が

一
0
年
四
月

一

日
で
合
併
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

大
洲
、
喜
多
地
区
は
一

0
年
四
月

一
日
を
目
安
と
し
て
お
り
ま
し
た
が

今
迄
の
経
過
か
ら
一
年
延
長
し
て
平

成
十
一
年
四
月
一
日
に
目
標
を
修
正

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
農
協
で
は
役
員
会
で
承
認
を
得

て
促
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
て
今
後

の
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
県
下
の
農
協
は
一

0
年
四

月
一
日
で
三

一
農
協
と
な
り
ま
す
。

平
成

―
0
年
が
農
産
物
に
と
っ
て

良
い
年
と
な
り
ま
す
様
に
、
そ
し
て

皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

を
申
し
上
げ
る
機
会
を
も
っ
て
ご
検

討
を
た
ま
わ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
組
合
員
の
皆
様
方
の
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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いつまでも

骨をじょ うぶに ：
 

〗□

骨の量は、30歳を過ぎるとどんな人でも減っていきます。現在、骨粗翻症にか

かっている人は約550万人以上と推定され、 80歳以上の女性では7割が発症して

います。骨はいったんスカスカになると元には戻らないので若いうちに丈夫な骨

を作っておくこと、自分の骨畢を知って、早めに予防することをお勧めします。

厚生連より HOTなお知らせ
～平成10年度健康診査料金が新しくなります～

平成9年度 平成10年度 平成10年度
（旧） （新） （税込料金）

点自 粗 翻 症 2,800円 1, 715円 1, 8 0 0円

『乳がん ・骨粗髭症
6,600円 4,7,62円 5,000円

セット検診』

非『開がん。骨麿曝随輝ッ小誤診』が新しく観定さ乳哀した。

JA愛媛厚生連健診センター
〒790 松山市鷹子町533番地1

フリーダイヤル

日 089-970 -2070 

0120-874-702 

口

2
月
3
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

2
月
4
日
（
水
）
岩
谷
方
面

2
月
5
日
（
木
）
大
谷
方
面

2
月
9
日
（
月
）
中
津
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

2
月
10
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

2
月
12
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

2
月
17
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

2
月
18
日
（
水
）
岩
谷
方
面

2
月
19
日
（
木
）
大
谷
方
面

2
月
24
日
（
火
）
宇
和
JI
北
方
面

2
月
25
日
（水）
中
津
方
面

2
月
26
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

2
月
醤
油
配
達
予
定
表

2
月
5
日
（
木
）
大
谷
方
面

2
月
20
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

2
月
27
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

2
月
2
日
（
月
）
大
屋
敷
・
大
平

2
月
4
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

2
月
6
日
（
金
）
藤
野
原
•
町

2
月
9
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

2
月
12
日
（
木
）
久
保

2
月
14
日
（
土
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

2
月
1
6
日
（
月
）
広
常
・
影
地

2
月
17
日
（
火
）
中
津
・
小
倉

2
月
18
日
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
汗
生

2
月
20
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

2
月
23
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

2
月
25
日
（
水
）
大
駄
場

・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

2
月
27
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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！ ！ 
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！ ！ 
！ 平成 9年12月17日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

i 県森連市況 大洲木市より （単位面当り ：円） 市売日平成9年11月28日 l 
市売数呈・・・858ケース 12,860kg f 

！ 
l 

スギヒノキマッ 平均単価 3,596円
長さ末口径
！ 直曲がり直曲がり 直

その他 銘柄別単価

! 7 cm下本 341本 260本 482本 373 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 l
特用大 4,000~ 5,000 - ! l I Is cm上本 450本 341 本 616本 578 こうこ

！ :. 14 mil 3 cm上17,SOOI -131,000I -l!Bcm上21,000 大厚 特用中 4,300 ~ 5, soo I -i I I!~ cm上18,100 -35,000 -24叫23,000' ！
2 4 cm上19,soo I -I 43, ooo I -130cm上30,000 中 厚 5,200~ 6,000 ー 特用中小 4,ooo~ s,ooo I -

i ~ 
! 

7 cm下本 181本 162本 192本 162 中小厚 4,500 ~ 5,700 ー特 用小 2, soo ~ 3, ooo I -I, 
8 cm上本 300本 300本 356本 356

l ll cm上14,600I I 17,600 
4ヽ 厚 2,500~ 3,000 ー大パレ 3,000~ 3,500 - ？ 

! 3 m 13 cm上18,200 -27,000 -18cm上20,000 大ウス 中バレ 3,300~ 4,ooo I -I ! 
! 18 CIIl上17,900 -29,000 -24叫 22,000 中ウス ・ 中小パレ 2. soo ~ 3. 300 I -I ! 
l 24 cm上16000 -27 000 30cm上 中小ウス ～ 

7 cm下本 50本 —本 50 本一
小パレ 2,000 ~ 2, 600 - ！ 

！ { 2m8 cm上本一本一本一本一 小ウス ～ 変形 ～ 

16 CIIl上 8,000 -20 000 -13cm上 ジャミ 2,000~ 2,500 一色悪ウス ～ ！ 
! 30 cm上 9 cm上 どんこ大 ～ 色悪：、く レ l,200~ 2,000 - ！ ! 6 m 13cm上25,200 46,100 
! 18 CIIl上20500 45 000 どんこ中 ～ 小粒トノコ ～ ！ 
！ 特選 136,000 どんこ小 ～ スライス 1,500 ~ 4,500 - ！ 
！ 足 場 ・し n直たり円～円 概況 本年もよろしくお願いします。椎茸採取作業がいそがしくなって来ま 9 
i 昨年は、御協力ありがとうございました。今年も宜しく御願い申し上げます。 した。良品は強保合で推移すると思われますので採取遅れのない様、ま ！ 
備考杉、桧柱材中心に相場は、強保合。今年の初市記念市は、1月16日に開催致しま
！ すので宜しくお願い致します。

た乾燥は充分に行いましょう。

！ 本年度の初市は 1月20日です。 i 
し-----------------------------------------------------------」

R@＠厄）直）直）
新年あけましておめでとうございます。本年もよ

ろしくお願いいたします。

さて、年末・年始とお酒が途絶えることのなかっ

た方、おせちの食べ過ぎでどうも体重が増えた方、

きのこで健康になりましょう！

まず、肱川町の特産品でもあるしいたけは、ガン／

とならんで日本人の三大死亡原因である心臓病、脳

卒中の主な原因となる動脈硬化をひぎおこす血中の

コレステロール値を減らしてくれます。そして、高

血圧の予防にもなります。

また、乾しいたけに多く含まれるビタミソDは、

近年不足がちといわれているカルシウムの吸収率を

高めます。そして、食物繊維が大変多いため腸の働

きを活発にして、便秘を防ぎ腸内の有害物質を排出

してくれます。そして、皆さんも良く聞かれるとは

思いますが、からだの抵抗力を高めガ‘ノを抑制する

効果もあります。これは、ガソだけでなく、風邪や

ウイルス性肝炎の予防にも期待がもたれているよう

です。

飲み過ぎ（お酒）の方、肝機能を活発にさせるきの

ことしては、まいたけが良いようです。有効成分グ

ルカソが免疫機能を高め、肝機能を改善し、制ガ‘ノ

効果を発揮するだけでなく、ゴボウの 2倍近くの食

物繊維で女性の永遠のテーマである「無理のないダ

イエット」も可能です。

その他にも、ナメコは動脈硬化・ガソの抑制、エ

ノキダケは疲労回復・ストレス解消、キクラゲは血

液を浄化し貧血に効くということです。

このように、きのこは健康の固まりです。寒い日

の鍋物にピッタリです。たくさん食べて、今年も来

年も再来年も・・・…ずっと健康でいたいものです。

さて、話は変わりますが最近環境汚染で話題にな

るダイオキ、ンソ。分解する物質がなく、人の体内に

入ると体内にとどまりガ‘ノの原因にもなるとのこと

ですがつい最近のニュースで「愛媛大学の研究で、

あるきのこの一種によって分解された。」とい った

ことをみて、あらためてぎのこのすごさ・すばらし

さを感じました。

林業改良指導員赤松寛和
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⑨
⑪
@
＠
⑱
黛
）

通
気
や
排
水
の
良
い
畦
に
仕
上
げ
ま

一

野

菜

―

R

：

植

準

備

一

、

半

促

成

キ

ュ

ウ

リ

の

準

備

定

植

一

0
日
前
に
は
灌
水
チ
ュ

ー

に

つ

い

て

ブ

を

設

置

し

た

畦

に

透

明

マ

ル

チ

を

平
成
一

0
年
も

一
月
の
下
旬
と
な
全
面
に
被
覆
し
、
畦
土
が
乾
い
て
い

り
、
春
作
の
準
備
が
そ
ろ
そ
ろ
気
に
る
場
合
に
は
深
層
ま
で
十
分
に
灌
水

な
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

し
ま
す
。

今
月
は
半
促
成
キ
ュ
ウ
リ
の
圃
場
定
植

一
週
間
前
に
は
、
定
植
後
の

準
備
と
、
軟
弱
野
菜
の
播
種
に
つ
い
活
着
促
進
の
た
め
ト
ソ
ネ
ル
お
よ
び

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
重
カ
ー
テ
ソ
を
被
覆
し
、
ハ
ウ
ス

①

土

作

り

を

密

閉

し

て

蒸

し

込

み

、

地

温

一

八

キ
ュ
ウ
リ
は
栽
培
期
間
の
長
い
作
℃
を
確
保
し
て
お
き
ま
す
。

物
で
す
か
ら
、
い
か
に
根
を
深
く
張
こ
の
作
型
は
、
特
に
活
着
の
善
し

ら
せ
て
生
育
後
半
の
草
勢
を
維
持
し
悪
し
が
最
後
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
ま

て
や
る
か
が
、
良
品
生
産
の
ポ
イ

ソ

す
の
で
、
活
着
促
進
の
た
め
土
壌
は

ト
と
な
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
通
路
に
も
灌
水
を
行
う

従
っ
て
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
、
な
ど
し
て
空
気
中
の
湿
度
も
十
分
に

ト
レ
ソ
チ
ャ
ー
や
深
耕
ロ
ー
タ
リ
ー
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

な
ど
で
作
土
層
が

三
Ocm
以
上
に
な
ま
た
ア
ブ
ラ
ム
シ
予
防
の
た
め
、

る
よ
う
十
分
に
耕
転
し
、
根
域
を
拡
予
め
植
え
穴
に
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
粒
剤

大
さ
せ
ま
す
。

を
散
布
し
、
土
と
良
く
な
じ
ま
せ
て

ま
た
、
良
質
の
完
熟
堆
肥
を
十
分
お
き
ま
す
。

に
施
用
し
、
通
気
性
と
保
水
性
に
優
二
、
軟
弱
野
菜
に
つ
い
て

れ
、
な
お
か

つ
排

水

性

の

良

い

肥

沃

今

年

の

冬
は
暖
冬
の
影
響
で
軟
弱

な
土
壌
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
、
野
菜
の
生
育
が
進
み
、
品
目
に
よ

っ

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
に
は
大
切
で
す
。

て
は

一
ヶ
月
か
ら

ニ
ヶ
月
近
く
進
ん

ハ
ウ
ス
が
傾
斜
地
に
あ
る
と
こ

ろ

で
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
湧
水
に
よ
る
湿
害
も
見
落
と
従
っ
て
、

二
月
か
ら
三
月
に
か
け

し
が
ち
で
あ
る
の
で
、
事
前
に
チ
ェ

ッ

て
葉
菜
類
等
の
軟
弱
も
の
が
品
薄
に

ク
し
、
排
水
対
策
を
施
し
ま
す
。
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

②

施

肥

．

畦

立

て

も

し

皆

さ

ん

の

と

こ

ろ

で

畑

に

余

定
植
の

二
0
日
前
に
は
ハ
ウ
ス
の
裕
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
か
ら
で

ビ
ニ
ー
ル
を
張
り
、

二
週
間
前
に
は
も
種
子
を
播
い
て
み
て
は
い
か
が
で

基
肥
を
施
用
し
て
十
分
に
混
和
し
、
し
ょ
う
か
。

土
と
良
く
な
じ
ま
せ
て
お
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
で
も
播
種
で
き
る
の
は

耕
起
・
畦
立
て
は
、
あ
る
程
度
土
チ
ソ
ゲ

ソ
サ
イ
、
コ
マ

ツ
ナ
、
シ
ロ

が
禄
っ
て
い
る
状
態
で
行
い
、
市
販
ナ
、
タ
イ
サ
イ
、
菓
ダ
イ
コ
ソ
な
ど
、

の
赤
玉
土
程
度
の
「
ゴ
ロ
土
」
で
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
葉
菜
類
、
い
わ
ゆ
る

（
 

漬
け
菜
類
が
中
心
で
す
。

こ
れ
か
ら
最
も
寒
い
時
期
に
入
り

ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
ト
ソ
ネ
ル
か
、

ま
た
は
べ
た
が
け
を
し
て
や
り
、
寒

さ
を
避
け
つ
つ
生
育
を
促
進
し
て
や

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
潰
け
菜
類
は
気

温
が
高
く
な
る
と
苔
立
ち
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
穫
り
遅
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

任

戸

井

康

雄

イ
チ
ョ
ウ
栽
培
の
す
す
め

イ
チ
ョ
ウ
の
種
子
、
銀
杏
は
食
用

に
さ
れ
、
淡
緑
色
の
美
し
い
色
と
独

特
の
風
味
に
人
気
が
あ
り
、
寄
せ
鍋
、

茶
碗
蒸
し
な
ど
の
彩
取
り
に
用
い
ら

れ
た
り
、
塩
ゆ
で
、
焼
き
銀
杏
等
に

し
て
食
べ
ら
れ
て
い
る
。
薬
用
価
値

も
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
お
り
、
せ

き
止
め
、
去
痰
、
喘
息
に
特
効
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
業
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
血

圧
の
特
効
薬
の
原
料
と
し
て
用
い
ら

れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
乾
燥
葉
が
輸

出
さ
れ
て
い
る
。

＿
栽
培
適
地

土
壌
が
深
く
肥
沃
で
保
水
力
に
富

む
と
こ
ろ
が
適
地
で
、
風
当
た
り
が

強
か
っ
た
り
晩
霜
が
あ
る
と
こ
ろ
は

避
け
た
ほ
う
が
よ
い
。

二
品
種
と
特
性

市
場
で
高
価
で
取
り
引
き
さ
れ
る

銀
杏
は
、
丸
形
で
大
ぎ
い
こ
と
、
外

観
が
平
滑
で
あ
ば
た
が
少
な
い
こ
と

貯
蔵
性
が
あ
り
食
味
良
好
で
あ
る
こ

と
が
条
件
に
な
る
。

優
良
品
種
と
し
て
は
以
下
の
も
の

が
あ
る
。

①
久

寿

結
実
期
に
な
る
の
が
早
い
。

果
実
は
外
種
皮
が
薄
く
、
殻
果
の

形
状
は
豊
円
で
大
ぎ
く
、
あ
ば
た
が

少
な
い
。

平
均
粒
重
―
―
―•
八
g

、
結

実
当
初
は
五

g
程
度
に
な
る
。
品
質

が
良
く
殻
が
早
く
か
ら
固
く
な
る
の

で
八
月
中
旬
か
ら
収
穫
可
能
に
な
る
。

完
熟
期
は

一
0
月
上
中
旬
で
晩
生
、

貯
蔵
中
の
消
耗
が
大
き
い
の
で
長
期

貯
蔵
に
は
向
か
な
い
。

②
金
兵
衛

外
果
皮
は
厚
く
、
殻
果
は
長
み
が

あ
豊
産
性
で
あ
る
の
で
中
粒
に
な
り

や
す
い
。
平
均
果
重
三

・
八

g
、
あ

ば
た
は
多
い
ほ
う
で
あ
る
。
硬
殻
期

は
七
月
上
旬
、
完
熟
期
は
九
月
中
下

旬
で
早
生
種
の
代
表
的
な
品
種
で
あ

る
。
③
藤
九
朗

平
均
重
量
四

•
-
k
g、
大
粒
で
粒

揃
い
は
良
好
。
硬
殻
期
は
八
月
中
旬
、

完
熟
期
は

一
0
月
中
旬
の
晩
生
種
。

果
肉
が
と
れ
に
く
く
早
期
出
荷
は
困

難
。
表
面
の
あ
ば
た
は
少
な
く
、
光

沢
が
あ
り
、
品
質
、
食
味
と
も
良
好

で
あ
る
。

＿二

繁
殖
法

イ
チ
ョ
ウ
は
雌
雄
異
株
で
あ
る
か

ら
、
ぎ
ん
な
ん
生
産
を
目
的
と
す
る

場
合
は
豊
産
性
で
品
質
良
好
な
品
種

（
雌
木
）
を
接
ぎ
木
す
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ソ
ル

サ
イ
レ
ー
ジ
取
リ
出
し
と
給
与
及
び

飲
水
の
凍
結
防
止
対
策

サ
イ
レ
ー
ジ
の
取
り
出
し
と
給

、¥l/ー,'¥ 与冬
季
は
、 ‘̀ 

ガ
ム
の
サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
与
が
増
加

す
る
。
冬
季
の
サ
イ
レ

ー
ジ
は

一
般
に
安

定
し
て
い
ま
す
が
、
取
り
出
し
量
が

少
な
い
場
合
や
日
当
た
り
の
良
い
サ

イ
ロ
等
で
二
次
発
酵
が
起
こ
り
易
い

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ー
ジ
を
取
り
出
す
場
合
は
、

一
日
の
必
要
量
を

一
度
に
取
り
出
す

等
に
よ
り
、
一
回
の
取
り
出
し
が
一

五
ー

ニ
Ocm
以
上
と
な
る
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

二
次
発
酵
が
発
生
し
た
場
合
は
、

腐
敗
部
分
を
除
去
し
、

0
•

五
％

。

フ

ロ
ピ
オ
ソ
酸
を
表
面
に
散
布
し
た
の

ち
密
封
し
、
数
日
間
放
置
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ー
ジ
の
栄
養
価
は
、
草
種

品
種
や
刈
り
取
り
時
期
及
び
天
候
等

に
よ
り
大
き
な
差
が
あ
る
た
め
飼
料

分
析
を
し
、
栄
養
価
を
把
握
し
た
の

ち
給
与
量
を
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

②
飲
水
の
凍
結
防
止
対
策

こ
の
時
期
、
水
道
管
等
が
凍
結
し

家
畜
が
飲
水
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
水
は
家
畜
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

も
の
で
あ
り
、
水
が
不
足
す
る
と
発

育
や
生
産
性
が
低
下
し
ま
す
。

ま
た
、
酪
農
で
は
搾
乳
施
設
や
貯

蔵
・
冷
却
装
置
の
洗
浄
あ
る
い
は
処

理
室
の
清
掃
な
ど
に
多
量
の
水
が
必

要
で
す
。

こ
の
た
め
、
露
出
し
て
い
る
水
道

水
管
は
事
前
に
断
熱
資
材
で
覆
う
と

と
も
に
、
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
少
量
の
水
を
流
し
て
お
く
等
適

切
な
対
応
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

高

野

政

明
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正
月
行
事
の
現
在

正
月
行
事
も
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
昔
は
行
わ
れ
て

い
た
行
事
も
現
在
は
行
わ
れ
な
く
な
っ

た
り
、
簡
素
化
さ
れ
た
り
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

昔
は
農
耕
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
生
活
が
多
様

化
し
、
農
耕
儀
礼
と
し
て
の
正
月
行

事
が
薄
れ
て
ぎ
て
い
る
感
じ
が
し
ま

す
。
都
会
で
は
、
正
月
休
暇
を
利
用

し
て
海
外
旅
行
等
に
出
か
け
る
人
も

多
い
と
聞
き
ま
す
。
一
口
に
正
月
行

事
と
言
っ
て
も
各
地
域
や
家
庭
で
違

う
こ
と
が
多
い
の
で
一
概
に
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
現
在
の
正
月
行
事
を
取

り
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

•
大
掃
除

ど
の
家
庭
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

煤
払
い
が
大
掃
除
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

●

餅

つ

き

昔
は
、
二
十
八
日
か
三
十
日
に
一

日
が
か
り
で
臼
と
杵
で
餅
を
掲
い
た

も
の
だ
と
老
人
の
方
は
い
わ
れ
ま
す
。

現
在
は
、
餅
つ
き
機
械
が
普
及
し
機

械
で
掲
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

i
,

[
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図 1 門ジメ

現
在
も
巳
午
の
日
、
二
十
九
日
と
い
っ

た
四
と
九
の
つ
く
日
に
は
掲
か
な
い

と
い
う
の
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
門
松
・
し
め
飾
IJ

昔
は
三
十
日
の
朝
飾
っ
て
い
ま
し

た
。
三
十
一
日
は
迎
え
飾
り
と
い
っ

て
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
門
松
を
た

て
て
い
る
家
庭
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け

な
く
な
り
ま
し
た
。

し
め
飾
り
も
各
家
で
材
料
を
集
め

作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
販

売
さ
れ
て
い
る
も
の
を
買
っ
て
き
て

飾
り
付
け
る
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
買
っ
て
き
た
も
の
は

き
れ
い
で
す
が
、
形
骸
化
し
て
い
て

い
る
よ
う
で
す
。

肱
川
で
多
く
飾
ら
れ
て
い
る
し
め

飾
り
を
イ
ラ
ス
ト

に
し
て
み
ま
し
た
。

農
家
で
は
、
門
ジ

メ
と
輪
ジ
メ
の

二

種
類
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
最

近
は
図
3
の
型
も

見
ら
れ
ま
す
。
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•
大
晦
日

三
十
一
日
に
年
越
し
そ
ば
を
食
べ

る
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
風
習
で
す
。

家
族
、
帰
郷
し
た
親
族
と
一
緒
に
テ

レ
ビ
を
見
た
り
、
語
り
合
っ
た
り
ゆ
っ

く
り
過
ご
し
ま
す
。

●

元

旦

各
家
庭
で
過
ご
し
方
も
千
差
万
別

で
す
が
、
新
年
を
祝
う
こ
と
は
今
も

昔
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
は
元

日
に
家
を
空
け
る
家
庭
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
初
詣
に
行
く
の

も
氏
神
様
や
お
寺
で
な
く
、
有
名
な

神
社
仏
閣
へ
で
か
け
る
人
も
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
デ
パ
ー
ト
等
の
初

売
り
に
行
く
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

●

屠

蘇

昔
は
屠
蘇
と
い
う
漠
方
薬
を
飲
ん

で
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
日
本
酒
で

代
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
雑
煮
•
お
せ
ち
料
理

雑
煮
は
昔
か
ら
現
在
で
も
食
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
に
よ
っ
て
様
々

で
す
。

図3 図2 輪ジメ

伝統行事を守ろう

上鹿野川子供会ではお亥のこさんを11月29日に行いまし

た。亥の子行事は10月の亥の日に行う行事です。子供たち

は各家々を回り手にわらを持ち亥の子行事を行いました。

お
せ
ち
料
理
は
、
海
の
幸
、
山
の

幸
を
取
り
合
わ
せ
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
、
普
段
の
食
生
活
が

向
上
し
た
の
で
、
お
せ
ち
料
理
も
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ー

パ
ー
等
で
売
っ
て
い
る
も
の
を
買
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
子
供
た
ち
の
遊
び

正
月
の
遊
び
と
言
え
ば
、
た
こ
揚

げ
、
こ
ま
ま
わ
し
、
は
ね
つ
ぎ
と
言
っ

た
屋
外
で
の
遊
び
が
主
で
し
た
が
、

現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な

り
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
フ
ァ
ミ
コ

ソ
等
家
の
中
で
の
遊
び
が
大
半
を
占

め
て
い
ま
す
。

●
七

草

粥

七
日
に
七
種
類
の
野
草
を
粥
に
し

て
食
べ
ま
す
。
昔
は
、
自
生
し
て
い

る
も
の
を
取
っ
て
き
て
粥
を
作
り
ま

し
た
が
現
在
で
は
食
品
売
場
で
七
草

の
セ
ッ
ト
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

•
ど
ん
ど
焼
き

し
め
飾
り
を
焼
く
行
事
。
現
在
行
っ

て
い
る
の
は
鹿
野
川
の
子
供
会
位
で

す
。
町
内
で
は
各
家
庭
で
処
分
す
る

こ
と
が
多
い
。

．
正
月
行
事
の
本
来
の
意
味
を
再
確

認
し
て
、
来
年
は
準
備
を
進
め
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
守
る
た
め
に

も。
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十
二
月
十
二
日
の
明
老

大
学
で
は
、
ギ
ャ
ビ
ソ
・

バ
ソ

ト
ッ
ク
社
会
教
育
指

導
員
が
参
加
者
を
前
に
、

講
話
を
行
い
ま
し
た
。
バ

ソ
ト
ッ
ク
指
導
員
が
な
ぜ

肱
川
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
か
等
英
語
で
話
し
、
そ

の
後
京
子
・
バ
ソ
ト
ッ
ク

社
会
教
育
指
導
員
が
日
本

語
に
訳
さ
れ
る
の
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。
最
後
に
バ

ソ
ト
ッ
ク
指
導
員
へ
参
加

者
か
ら
の
質
門
も
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
初
め
て

パ
ソ

ト
ッ
ク
指
導
員
と
会

う
人
も
い
ま
し
た
が
、
話

の
内
容
が
と
て
も
わ
か
り
や
す

か
っ
た
の
で
、
親
近
感
が
わ
い

て
ぎ
た
よ
う
で
す
。
町
中
で
会
っ

た
と
き
は
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
下

さ
い
。
こ
れ
が
身
近
な
国
際
交

流
で
す
。

参
加
者
は
、
午
後
か
ら
陶
芸

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
指
導
は
長

浜
町
の
窪
幸
二
さ
ん
で
す
。
受

講
生
は
思
い
思
い
に
器
を
製
作

し
ま
し
た
。
次
回
は
絵
付
け
に

挑
戦
で
す
。

‘̀ 
陶芸に挑戦

身
近
な
国
際
交
流
体
験

‘,gu, 

明老大学
バントック指導員の話を聞く受講生

大谷分館
▲ 

正山分館
▲

▼
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動
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介
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1
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●
，
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分
館
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
分
館
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

正
山
分
館
で
は
、
十
二
月
七
日
小
学
校
で
、
野
菜
の
品
評
会
、

産
業
が
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
分
館
で
も
十
二
月
七
日
に
小
学
校
で
大
谷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
予
子
林
分
館
で
も
小
学
校
で
野
菜
の
品
評
会
等
予
子
林
農
業
祭
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

‘、̀

バ
ザ
ー
等

＿

平

成

十

年

は

寅

年

で

あ

る

。

は
百
獣
の
王
ラ
イ
オ
ソ
と

~
並
び
力
強
く
た
け
だ
け
し
い

~
動
物
で
あ
る
。
「
虎
は
子
を

~
思
う
て
千
里
を
帰
る

」
「
虎

~
は
千
里
の
藪
に
住
む

」
「
虎

~
の
威
を
か
る
狐

」
「
虎
穴
に

~
I
l

入
ら
ず
ん
ば
虎
子
を
得
ず
」

~
「
大
事
な
ト
ラ
の
子
を
落
とし
た
」

~
等
虎
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
わ

~
ざ
が
浮
か
ん
で
く
る
。

~
大
事
な
ト
ラ
の
子
は
、
貴
重
な
財

~
を
表
す
ト
ラ
の
子
で
、
虎
は
、
強
く

~
た
け
だ
け
し
い
反
面
、
子
供
に
は
目

~
が
な
く
、
時
に
は
過
保
護
な
ほ
ど
愛

i

情
を
注
ぎ
、
大
事
に
育
て
る
習
性
を

"
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

~
映
画
柴
又
の
寅
さ
ん
は
、
向
こ
う

~
み
ず
、
頼
も
し
さ
、
義
侠
心
そ
し
て
、

~
妹
や
周
り
の
人
に
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

~
た
愛
情
・
人
情
、
温
も
り
を
よ
せ
、

~
ど
こ
か
抜
け
て
い
る
愚
か
さ
が
あ
る
。

~
猛
獣
界
で
の
虎
は
、
人
間
界
で
言

~
え
ば
、
柴
又
の
寅
さ
ん
の
よ
う
な
人

~
柄
、
動
物
柄
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

~
虎
の
強
さ
、
強
靱
さ
に
あ
や
か
り
、

~
二
十
一
世
紀
を
荷
負
う
子
供
達
に
、

~
ぜ
ひ
「
た
く
ま
し
い
体
・
た
く
ま
し

~
い
心
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
も
の

~
で
あ
る
。

~
ま
た
、
子
供
を
大
事
に
保
護
す
る

~
反
面
、
大
事
に
し
過
ぎ
る
育
て
方
を

~
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
「
い
じ
め
、

~
不
登
校
」
の
問
題
も
か
ら
め
て
、
教

~
師
も
親
も
世
の
中
も
、
改
め
て
省
み

~
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
：
·
·
:
0

一



貨）。〗。径l 斜園鵬 鯛瞬 (20)

鹿
野
川
湖
は
、
冬
鳥
の
貴
重
な
越

冬
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。
飛
来
す
る

鳥
は
カ
モ
、
オ
、
ソ
ド
リ
等
で
、
飛
来

す
る
時
期
は
だ
い
た
い
十
一
月
末
か

ら
二
月
末
位
ま
で
、
ダ
ム
で
越
冬
し
、

シ
ベ

リ
ア
の
方
へ
帰

っ
て
行
き
ま
す
。

特
に
オ
シ
ド
リ
は
全
国
で
約
一
万
羽

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約

三
千
三
百
羽
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
七
年
）

な
ぜ
、
鹿
野
川
湖
に
多
く
の
渡
り

鳥
が
飛
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と

い
う
と
、
禁
猟
区
で
あ
り
環
境
が
良

い
こ
と
と
周
辺
に
食
料
（
カ
シ
の
実

知
っ
て
い
ま
す
か
肱
川
の
自
然

肱
川
の
俳
句
会
が
発
足
し

て
、
二
百
年
に
な
る
の
を
記

念
し
て
、
平
成
九
年
十
一
月

二
十
五
日
に
記
念
碑
の
除
幕

式
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
残
っ

て
い
る
俳
句
集
に
よ
る
と
、

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
年
）
、

大
谷
で
、
「
お
ぼ
ろ
月
」
が

発
行
さ
れ
、
昭
和
二
十
二
年

「
肱
川
文
化
」
が
発
行
、

昭

和
四
十
二
年
「
み
ず
う
み
」
、

昭
和
五
十
六
年
に
「
し
ゃ
く

な
げ
」
の
俳
句
集
が
そ
れ
ぞ

れ
発
行
さ
れ
、
現
在
、
「
し
ゃ

く
な
げ
」
と
「
河
鹿
」
の

二

つ
の
俳
句
集
が
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
百
年
記
念
の
句

碑
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
入

り
口
前
に
建
立
、
町
長
に
よ

り
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ダ
ム

堰
提
か
ら
鹿
野
川
園
地
へ
の
登
り
ロ

へ
の
句
碑
の
道
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

暖
か
く
な
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
散
策

し
て
み
て
は
い
か
が

で
し

ょ
う
か
。

文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
を

H
指
し
て

町長による除幕式

県
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
第
二
十
五

回
え
ひ
め
こ
ど
も
美
術
展
の
入
賞

作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
町
内
の

小
・
中
学
校
の
作
品
も
特
選
、
推

奨
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
中
学
校
の
三
瀬
尚
子

さ
ん
が
描
い
た
絵
が
絵
画
の
部
で

特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
中
学
校

は
こ
れ
で
四
年
連
続
特
選
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
文
化

面
、
ス
ボ
ー
ッ
面
両
方
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

な
お
、
町
内
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
特
選
、
推
奨
の
み
）

等
）
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

オ
シ
ド
リ
は
夜
行
性
の
た
め
昼
間
は

周
辺
の
山
の
中
に
い
る
こ
と
が
多
く
、

湖
に
は
日
中
三
回
程
度
現
れ
る
よ
う

で
す
。観
察
に
適
し
た
場
所
は
、
鹿
野
川

湖
大
橋
と
大
谷
橋
付
近
で
す
。
注
意

す
る
点
は
、
静
か
に
観
察
地
点
に
行

く
こ
と
、
保
護
色
の
衣
類
を
着
て
い

く
こ
と
。
白
色
の
服
を
見
る
と
逃
げ

て
行
く
そ
う
で
す
。
あ
れ
ば
双
眼
鏡

等
を
持
参
す
る
と
よ
く
観
察
で
き
ま

す
。
現
在
、
鹿
野
川
湖
で
、
カ
モ
類

約
千
二
百
羽
、
オ
シ
ド
リ
約
二
千
羽

が
飛
来
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
方
は
こ
の
こ
と
を
意
外
と

ご
存
じ
な
い
よ
う
で
す
。

●
推

奨

絵

画

森

田

将

太
（
肱
中
一
年
）

亀
田
由
子
（
肱
中
二
年
）

宮

田

大

（
肱
中
二
年
）

橋
本
寿
文
（
肱
中
三
年
）

北
川
暁
子
（
肱
中
三
年
）

立
花
志
郎（
正
山
小
六
年
）

硬
筆
立
体

ノノノ
リ
国
1

及

•
特

選

絵
画

オシドリ

三
瀬
尚
子
（
肱
中
三
年
）

中
学
校
四
年
連
続
で
特
選
に

日
時
二
月
二
十
四
日
（
火
）

場
所
肱
川
町
ハ
ム
民
館

内

容

料

理

実

習

・

閉
講
式
ほ
か

0

明
老
大
学

祭
大
盛
り
の
皿
へ
祭
り
の
客
が
来
る

子
供
み
こ
し
親
が
カ
メ
ラ
で
追
い
か
け
る

八
つ
鹿
も
少
々
酔
っ
て
い
る
踊
り

呼
ん
で
な
い
客
も
い
っ
し
ょ
の
祭
り
の
夜

皆
な
し
て

ふ
れ
あ
い
祭
り
き
な
は
い
や

お
神
輿
が
軽
ト
ラ
で
来
る
秋
祭
り

喜
べ
ぬ
祭
り
騒
ぎ
と
不
況
風

牛
鬼
の
足
は
祭
り
の
酒
に
酔
い

交
流
も
す
っ
か
り
へ
っ
た
村
祭
り

祭
り
来
て
昔
の
こ
と
が
目
に
浮
か
ぶ

皿
ス
ー
パ
ー
の
パ
ッ
ク
が
皿
の
代
わ
り
で
す

大
皿
に
昔
を
思
い
馳
走
盛
る

ど
ろ
だ
ん
ご
木
の
葉
の

皿
で
お
ま
ま
ご
と

思
い
で
の
小
皿
大
事
に
五
十
年

皿
の
上
居
場
所
で
変
わ
る
お
膳
立
て

も
て
な
さ
れ
皿
の
自
慢
を
た
ん
と
聞
く

ス
ト
レ
ス
の
は
け
ぐ
ち
小
皿
ま
た
受
難

り

；
り
瓢
〕
つ
り
は
し
よ
り
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青年団だより

s
 

）
ー／，

こお左凰
／
 A/ 
u
 新年あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
女
子
、

ソ
フ
ト
ポ
ー
）
の
県
大
会
出
場
等
、

各
種
目
で
好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
出
来
た
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す。

R
.
_
 

0
車
を
自
分
ち
に
当
て
て
家
と
車

を
ち
ょ
っ
と
破
壊
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
思
い
出
す
だ
け
で
プ
ル
ー

に
な
り
ま
す
。

T
.
u
 

0
事
務
所
で
使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
を
壊
し
た
こ
と
。
で
も
自
分
で

直
し
た
ケ
ド
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
あ

や
し
い
。
誰
に
も
言
わ
な
い
で
ネ
。

N
.
H
 

〇
飲
み
会
の
席
で
、
私
の
隣
に
い

た
H
さ
ん
は
酔
っ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

H
さ
ん
の
頭
を
シ
ェ
イ

ク
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

0
旅
行
に
行
っ
た
時
の
人
へ
の
お

土
産
を
自
分
で
食
べ
た
。

団長

冨永幸広

s
.
s
 

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
文
化
祭
、
町
民

運
動
会
、
ト
レ
セ
ン
清
掃
の
準
備
、

後
片
付
け
、
い
ろ
い
ろ
と
御
迷
惑
を

か
け
、
休
日
で
あ
り
な
が
ら
協
力
し

て
も
ら
い
、
行
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
で
き
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。
合
年
度
は
ま
だ
、
マ
ラ
ソ
ン
、

駅
伝
、
総
会
等
、
行
事
は
い
ろ
い
ろ

と
残
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
御
無

理
を
い
う
時
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

昨
年
と
同
様
に
行
事
が
ス
ム
ー
ズ
に

運
営
で
き
ま
す
よ
う
協
力
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

青
年
団
の
皆
さ
ん
、
合
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

団
員
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
。

H
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
。
N
.
H
 

0
一
九
九
七
年
の
自
分
の
巳
標
は
、

「
貯
金
を
す
る
。
」
で
し
た
が
、一

月
に
車
を
買
い
替
え
て
、
あ
っ
さ

り
挫
折
。
そ
の
後
も
使
い
ま
く
り

•••• 

：
貯
金
は
：・
・
:
0

昨
年
は
、
や
り
た
い
事
を
し
て
、

ほ
し
い
物
を
買
っ
た
一
年
で
し
た
。

T
.
H
 

〇
骨
折
を
し
た
こ
と
で
す
。
一
週

間
休
む
つ
も
り
が
三
ヶ
月
も
仕
事

を
休
み
ニ
ヶ
月
も
入
院
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
皆
様
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

新
！
今
月
の
ニ
ュ
ー
フ
エ
イ
ヌ

は
じ
め
ま
し
て
、
昨
年
の
四
月

か
ら
鹿
野
川
荘
で
働
い
て
い
る
中

川
宏
美
で
す
。

私
は
そ
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

ウ
エ
ー
ト
レ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

始
め
の
頃
は
、
声
を
出
す
の
も
な

か
な
か
難
し
く
大
変
で
し
た
が
、

最
近
は
大
分
慣
れ
て
き
て
自
然
に

声
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。青
年
団
活
動
も
、
仕
事
の
都
合

で
あ
ま
り
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

参
加
で
き
る
行
事
は
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
み

な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

• 生年月日
S 51年 7月5日

●血液型

B型

●長所

落ち着いてる

●短所

よく眠ってしまう

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
九
九
七
年
も
、
あ
ッ
と
い
う
間

に
す
ぎ
て
し
ま
い
、
今
の
広
報
部
員

と
作
る

A
S
U
K
A
も
残
り
二
回
と

な
り
ま
し
た
。
合
振
り
返
る
と
、
ネ

タ
が
な
く
、
部
員
が
頭
を
か
か
え
て

る
姿
が
多
か
っ
た
よ
う
な
：
．
o

一
九
九
八
年
も
、
読
者
の
み
な
さ

ん
に
楽
し
ん
で
読
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
A
S
U
K
A
を
、
頑
張
っ
て
作
っ

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
合

年
も
「
A
S
U
K
A
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

[
〗ぃ編
集
あ
と
ば
な
し

〗
゜

一Q休みの日は何をしていますか

0買い物
Q理想のタイプは？

〇 優しい人

Q肱川の良い所は？

〇 のんび）している所

身長
162cm 

体重
51kg 

視力

1. 2 

ウエスト
？ 
ヒップ
？ 

足の長さ
77cm 

足の大きさ
23.5cm 

＼
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2
 
月 の 行 事 予 定 表

1 肱川町防災の日 13 森林組合総会

4 肱川中学校少年式 16 農業委員会

5 行政相談 20 定例部落長会

5 • 20 心配ごと相談 27 税金等出張受入れ

11 消防出初式

納税相談 2 /18,...___, 3 / 6 税務署の出張相談 2 /16,,..___,17 
出張相談 3/3午前正山、午後山槌集会所 3/5午前予子林、午後岩谷 3/9午前大谷

2月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

松本整形外科 44- 5533 1 日 （内 子）

（日） 大洲l記念病院 25-2022 
（徳 森）

曽 根 医 院 44-2801 8 日 （内 子）

（日） 郷緒小児科医院 24-3936 
（西 大 洲）

芳我外科医院 44-2560 1 1日 （内 子）

（水） 村 上 医 院 24-2346 
（常 盤 町）

堀 J 11 医 院 43-0555 15日 （内 子）

（日） 久 保 医 院 25-0158 
（新 谷）

r 玉 来 医 院 44-2248 22日 （内 子）

（日） 肱 J 11 医 院 25-2915 
（菅 田）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡して
からお出かけください。

肱

栄

橋

本

タ

ケ

ノ

さ

ん

(79
歳

協

生

坪

田

賓

さ

ん

(86
歳

9.t や

す

ら

愈

に
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り
ょ
う
か

松
本
涼
香
ち
ゃ
ん
（
上
鹿
野
川
）

み

ゆ

き

西
田
美
由
希
ち
ゃ
ん
（
小
藪
）

お
し
あ
わ
せ
に

旦
10 

1
2
/
8
 

2
月
20
日
（
金
）

i
口：国：ロ

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

後

1
時
30
分

1
4
時
3
0
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

相

談

日

担

当

相

談

員

2
月

5
日

（

木

）

二

戸

節

頂

角

田

和

三

玉

井

清

◎
行
政
相
談

▽

日

時

2
月
5
日
（
木
）

午
後
1
時
3
0
分

?
4
時
30
分

▽

場

所

肱

川

町

公

民

館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー

ニ
五

0
八

救 急 病

院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大、洲病院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲［中 央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）

◎

2
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

2
月
16
日
（
月
）
か
ら

（
出
す
の
は
2
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山
・
八
重
栗

・
正
山
地
区
・
見

の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川

・

中
野
・
岩
谷

・
予
子
林

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

2
月
10
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
．
鑑
札
・
予
防
注
射
済

票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

2
月
26
旦
木
）
＿
肱
川
町
公
民
館
一午
後

2
時
？

2
月
27
旦
金
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
後
1
時
30
分
？

日

程

一

場

所

時

間

日

程

場

所

＿
時

間

一

◎

歯

の

健

康

づ

く

り

講

演

会

時

間

2
月
10
旦
火
）
一
保
健
セ
ン
タ
ー
一午

重

贔

⑳

分

◎
1
歳
6
カ
月
児
・

3
歳
児
健
康
診
査

ー

程

ー

場

所

一

時

間

2
月
3
旦
火
）
保
健
七
ン
タ
ー
午
｀
[
[
[

◎
う
き
う
き
ク
ラ
ブ

日

程

時
＿午
後
1
時

30
分
？

2
月
18
旦
水
）
＿保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

間

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

2
月
12
旦
木
）
一
保
健
七
ン
タ
ー
＿
午
前

1
0
時
？

場

所

◎
元
気
印
教
室

程

場

日

所

一

時

間

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

日
。

C
I〗

時

間

＿
午
前
9
時
30
分

ー

11
時

2
月
23
旦
月
）
一保
健
セ
ン
タ
ー

日

程

場

所

2 2 2 2 
月月 月月 相

20 6 19 5 
苧i火

日日 日日
ヘ 9ー、 へヽ

金金 木木 日
ヽヽ ‘‘  
内 大
子 洲 場

町 商

商
工
会

工 議 所
会 所

2
月
5
旦
木
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一午
前
9
時
30
分

i

日

程

一

場

所

時

間

◎
社
会
保
険

一
日
（出
張
）相
談

◎
幼
児
教
室

◎
ム
シ
歯
予
防
教
室


